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  今週のニュースピックアップExpanded


  


  


  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。「Expanded」では、話題のトピックの背景をよく知るキーパーソンに津田大介がインタビューします。〔毎号配信〕


  2012年に入ってから、新聞やテレビで頻繁にクラブの摘発が報じられるようになってきました。容疑は「風営法違反」。テロップでは「ダンスをさせた疑い」などの文字が踊っています。なぜ今、クラブの摘発が相次いでいるのか？ 自身もクラブシーンに詳しく、ツイッターなどを通じて今回の騒動について積極的に発言し続けている国際ジャーナリストのモーリー・ロバートソンさんにお話を伺いました。クラブの摘発や風営法のあり方を通して見えてきた日本の現在について、前後編に分けてお伝えしていきます。今回は後編です。

  


  ◆なぜ今、クラブの摘発が相次いでいるのか？風営法から見えてくる日本の現在（後編）


  津田：現状では、警察が自分たちにとって運用しやすい「風営法」というツールを使い、点数稼ぎのためにクラブ摘発を行っていると見られてもおかしくない状況です。でも、クラブって音楽の現場を支えている大事な文化のひとつじゃないですか。じゃあ、音楽業界はなぜ風営法を変えるためにロビー活動をしないのかっていう話ですよね。違法ダウンロード刑罰化違法にアップロードされたコンテンツをダウンロードしたら、刑事罰を科すという法案については、芸能人を味方につけて血眼でロビー活動し、一所懸命通そうとしているのに。


  モーリー：全体のちぐはぐさを見ていると、やはり体制の温存を多くの当事者が望んでいるようですよね。一つのほころびからひびが広がって現状が崩れるのを、みんなが阿吽（あうん）の呼吸で止めている。とにかく現状維持でいこうという気配が音楽業界の沈黙からは漂っています。


  津田：モーリーさんは火曜のMCを務めている『ゴールデンアワー』（TOKYO MX）で5月8日、「クラブと音楽シーン」というテーマでDJの☆Taku Takahashi（@takudj）さんを招いて、風営法について議論をしていましたよね。[*1]


  モーリー：あの時は、「音楽業界が非常に活力を失っている」という話になりました。たとえば行政が六本木・新宿・渋谷あたりに“クラブ特区”を作って、ここでは早朝まで営業しても大丈夫よ、というふうに大盤振る舞いをしたとしましょう。そうしたら全体のパイが広がって、音楽業界にも莫大な経済効果があるんですよ。だけど、それを現実にするには、当事者たちがそれぞれ、何かを変えなきゃいけない。


  津田：「何かを変える」となると、誰かが痛みを引き受けることになります。得をする人もいれば、損をする人もいる。たとえば六本木・新宿で特区をやったとしたら、北区でクラブを経営している奴はどうなるんだとかね。


  モーリー：いちばん大きな問題は、音楽業界が「変わりたくない」と思っていることじゃないでしょうか。違法ダウンロードを叩いていれば、CDという媒体を生きながらえさせるための時間稼ぎができます。彼らは既得権益を守りたい。すでに起こりつつある変化をなるべく遅らせ、軟着陸させたいのかもしれません。


  津田：これも原発問題と同じで、難しいですよね。僕は音楽業界がこの変化を受けて、軟着陸なんかできるわけないと思っているし。


  モーリー：みんながスマホみたいな携帯端末を持って、情報発信をしているレコード業界の黄金時代には、そんな前提なかったですからね。あのころ、国民は覚醒していませんでした。「GarageBand」みたいな音楽制作ソフトを使って、自分で曲のリミックスができるなんて、誰も思ってもいなかった。本当に時代が変わりました。とっても簡単に言い切っちゃうと、こんなに環境が変わったにもかかわらず、音楽業界はいまだに恐竜時代の考え方なんだと思うんですよ。彼らの考える生存戦略では、今の環境で生き残れない。Takuさんと番組で行ったディスカッションでは、音楽業界は風営法も含めて淀んじゃっているから、流れをスムーズにしなきゃね、という話になりました。


  津田：著作権法なんかも含め、もうちょっと流動的にしないといけない、ってことでしょうね。


  モーリー：「著作権をゆるくすると海賊版が増えるおそれがある、困るじゃないか」という人もいます。でも、最後は「公益性」音楽文化を豊かにし、社会をよくしていくにはどうすればよいかという考え方にたどりつくでしょう。光のあるところには、影が差します。その影の部分も受け入れないと。清濁併せ呑むのが大人でしょ、って。こんなこと、私が言う日が来るなんて思ってませんでしたね（笑）。


  津田：モーリーさんは、子どものまんま大人になった人の代表ですもんね。ある意味、原理主義者「固めるテンプル」の人たちが子ども化していっているから、相対的に大人に見えちゃう（笑）。


  モーリー：はっは、自分は同じ視線で変わらないのに（笑）。


  津田：クラブのことに話を戻しましょう。僕は「酒を飲みながら朝まで踊って何が悪いんだ」と思います。とはいえ、クラブ関係者が正面切って反対の声を上げれば、風営法による摘発を受けるおそれがある。


  モーリー：実はクラブをめぐる問題には、もう一捻りあるんですよ。クラブでは、運営側と出演者側DJ、ラッパー、ダンサーたちの間に「支配／被支配」の関係があるんです。新聞報道によると、今回摘発された「alife（エーライフ）」というクラブでは、一晩700〜800万円もの収入があったというんですね。けど、DJにはたいしたお金が入っていないはずです。店側が上前をはねて当たり前ですから。だから日本のDJは、生存戦略として「清貧の思想」を貫いているんです。でも海外の売れっ子DJは、家買ってベンツ乗り回して当たり前。一晩で3000万円を稼ぐDJもいると聞きます。日本にも世界で認められたすごいDJがいるけれど、国に帰ってくると、それほどギャラがもらえない、というわけです。


  津田：事情はライブハウスでもまったく同じです。日本では結局、ハコを作った奴がいちばん偉いんですよね。ライブハウスには「ノルマ制」があるじゃないですか。アーティストが自分たちのライブのチケットを、決められた枚数売り捌くあのシステムによって、ハコ側は決して損をしないようになっています。東京のライブハウスは1984年に比べ、2007年現在で4倍近くに増えました。[*2]つまりライブハウスは増え続けていて、潰れていない。それは「ノルマ制」というリスクヘッジがあるからなんです。


  モーリー：そのリスクヘッジって実質、暗黙のうちにハコの間で結ばれたカルテルなんですよね。だからアーティスト全体が目覚め、ライブハウスやクラブに対して「フェアな分け前を寄こせ」と要求し始めたら、ひとたまりもないはずです。でもみんな、そこを考えないようにしています。「バイトしながら、まっすぐDJやってる俺ってすごい」「俺、金のことを考えない」。そう言っているリーダー格はたいていボンボンで、いざとなったら親と住める人たちです。彼らはバイトしながら、タダ同然のギャラで一所懸命DJをやってるわけ。これってひどい労働条件ですよ。「労働基準法的にどうなの？」っていうくらい。


  津田：日本のクリエイティブ業界には、ジャンルによって程度の差はあれ、ベースには「やりがい搾取」の構造があるんですよね。支配する側もクリエイターの気質をよくわかってて、うまいんですよ。たとえば、ファッション業界なんかもそうですよね。ものすごく仕事は大変で原稿料も安かったりするけど、なぜかハイブランドのパーティに呼ばれたり、セレブとの合コン連絡が来たり。ギャラは低くても、有名人コミュニティのおこぼれにあずかれるそういう「特別感」で参入したい人を絶やさない構造になってる。


  モーリー：そういうしごきに耐えた人が出世したとします。すると、後から来る子に「甘えるな」と恫喝し、搾取する張本人になるんですよ。今から20年くらい前、西洋社会で女性経営者が出てきたとき、彼女たちが男性化して、男性以上に女性を押さえつける存在になった。そういう批判がフェミニズムから出たことがあります。それがここにきて、違うかたちで起こっているのかもしれませんね。あの時は「ジェンダー」だったけども、今は「クリエイティブ業界」で。


  津田：言ってみれば、体育会系の部活で3年生が「俺らが1年のとき、3年からしごかれたからな！」と、下の世代にも自分たちがされたのと同じ弾圧をするようなものですよね。「自分たちがしごかれたから、後輩には辛い思いをさせまい」っていうんじゃなくて。


  モーリー：ただ、クリエイターたちは自分たちの生存戦略として、あえて寝た子を起こさず、弱い立場を受け入れているのかもしれません。そうすれば、日陰の身ではあるものの、悪いようにはならない。お妾さんのようなポジションです。日本では、そういうクリエイターが大成功した例が、いっぱいありますから。


  津田：実際、レコード会社なんてアーティストの面倒を見てるわけですよ。「磨けば売れそうだな」と思って契約して、最初はほかの仕事をやらせたりして。レコード会社が目を付けて育てているあるミュージシャンがウェブデザイナーを仕事でやってたら、自分の所属レコード会社のアーティストのウェブ制作仕事を振ったり、ね。


  モーリー：そんなふうに日本のクリエイティブ業界には、「支配／非支配」の関係がありました。でも、たとえば日本のアーティストに、優秀なエージェントがついたとしますよね。彼らの作品をエージェントが国際的なコンペに出して賞を獲ったら、仕事するフィールドが日本に限られなくなります。日本にいながらにしてフィンランドなんかの仕事を受けたりして、国際的に仕事ができるようになる。すると、仮にどこか日本のレコード会社に所属していたとしても、そのアーティストの待遇を引き上げなきゃいけなくなるんですよ。「外圧」をうまく利用しなきゃ。


  津田：ただ日本の場合、そこで「お世話になったから」という義理人情の問題が出てくるという……。義理はすごく大切です。だけど一生それを引きずる必要はないだろうと僕は思います。どこかの段階で「ここから先は、お互いフィフティ・フィフティの関係になっていきましょうね」と線を引かなければなりません。そこが日本ではグズグズしているんですよ。「先輩／後輩」「世話した／世話された」現代美術作家の村上隆さんなんかはおそらく、日本のそういう因習にファック！ ってことで海外に出て名前を売った。そして日本に戻ってきて、モーリーさんの言う「外圧」を使って闘っているわけでしょう。


  モーリー：日本にも、いきなり自分を海外に向けてアピールするバンドなり、ラッパーなりが、もっといてもいいと思うんですよ。日本語と英語の両併記でデモテープを作って、いきなりどこかの国で大ブレイク、と。でも日本語でラップやってる人って多分、イギリスやジャマイカで自分が受け入れられるなんて考えてないですよね。日本限定の小さな世界に順応する中で妙に体育会系になり、小さくまとまってしまう。


  津田：この状況が変わる兆しが見えれば、少しは違うんでしょうけどね。


  モーリー：光は見えてきていますよ。ひとつ例を挙げましょうか。Aya Pandaさんという東京と埼玉を中心に活動しているギャルラッパーがいるんですよね。[*3] 彼女と友達のMayaさんが一緒にやったラップを「THA NEW TEAM」というフランスのプロデューサーチームがリミックスして、「Yup Yup feat. Maya & Aya PandaOriginal Mix」[*4] というものすごくかっこいいトラックを作っちゃったんですよ。それがDJ御用達の「beatport」[*5] で人気を博し、UKのダブステップのチャートで数日間、1位をキープしたんです。すごく順位の変動が激しいジャンルなのに。


  津田：ラップは英語でやっているんですか？


  モーリー：日本語です。Aya PandaさんとMayaさんの2人がヤンキーの女の子の口調で、交互に掛け合いでラップしてる。「夜な夜な羽ばたく蝶のよう」とかね。外国の人たちには宇宙語に聞こえるかもしれないけど、それがとにかくかっこよかったんです。それで僕は、Aya Pandaさんをツイッターで捜し当てて、直接こう言いました。「あの変動の激しいダブステップチャートで1位をキープし続けるなんて、すばらしいですね。浅田真央さんみたいな快挙じゃないですか。よければインタビューさせてください」と。そしたら、はぁ？ みたいな感じになって、「いや〜、忙しいんで、別にいいです」という返事が。


  津田：（爆笑）


  モーリー：Aya Pandaさんはご自分のやったことのすごさが、まだおわかりじゃないみたいですね（笑）。いずれにしても、こういう小さな予期せぬ事件が、必然的に起き始めている。日本のクラブシーンだって、もしかしたらネット経由の外圧で変わるかもしれないんです。


  津田：ミュージシャンのまつきあゆむくん（@matsukiayumu）の例を思い出しました。彼は2010年1月1日に発売した「1億年レコード」というアルバム [*6] から盤を作るのは止めて、みずからMP3のデータで販売し始めたんですね。そうしたら、まつきくんが好きな「Cornershop」というイギリスのバンドも、ほぼ同時期に似たようなことを始めていたと。その音源を試聴して気に入り、音源を購入したまつきくんは、Cornershopの最新アルバム『udy Sucks A Lemon For Breakfast』を褒め称えるツイートを連投したんですね。[*7] すると、日本からの売上がかなり上がったみたいで、Cornershopの公式アカウント（@CornershopHQ）からまつきくんに、直接お礼のツイートが寄せられたんです。[*8] これをきっかけに、まつきくんとCornershopの交流が始まり、お互いの楽曲を送り合ってリミックスしたりしていました。去年、フジロックにCornershopが来たとき、まつきくんはそのステージに上がってギターを弾いてましたからね。もともとは知り合いでもなんでもなかったのに。


  モーリー：そういう時代なんですよ。いろんなことが急激に変わり得るんです。津田さんと『動員の革命』の対談をしたとき、チュニジアの民主化運動「ジャスミン革命」で活躍したネット活動家のスリム・アマモウ（@slim404）についてお話ししたじゃないですか。あの対談から1か月も経たないうち、本人が東京に来ていることがわかったんです。で、ツイッターで連絡したら「会おう」ということになって、インタビューをしたんですよ。[*9] 僕はあの対談のとき、アウン・サン・スー・チーを語るのと同じくらいの距離感で彼のことを語っていました。それがいきなり会っちゃうんですから。


  津田：こういう時代、クラブを取り巻く状況も急激に変化しうると。


  モーリー：「王手！」ということで、急に結論に飛びましょうか。どうすれば風営法に象徴される風通しの悪い環境がよくなっていくのか。この状況を根底から変えられるのは、目覚めたアーティストラッパーやDJ、ダンサーたちだと僕は思うんです。彼らは今、経済的なはしごのいちばん下にいます。けれど、みんな今話してきたようなソーシャルメディアの力や外圧だって利用できる。彼らにスイッチが入った瞬間、自分がいかに力を持った存在か気づき、生存戦略が変わるでしょう。すると、彼らを雇う側のクラブも、事業の運営の仕方、利益の分配方法を変えていかないといけなくなります。


  津田：アーティストの生存戦略が変わるある意味、アーティストが大人になる、ってことでしょうか。


  モーリー：そう、アーティストって本当はアートのことだけ考えていたいじゃないですか。でも今や、自分たちでプロモーションしたり、営業したりするしかないんです。ダンサーやラッパーが大人の腹黒いお金の稼ぎ方を知ってしまったら、もう、林檎を囓っちゃったイブですよね。無知でいてよかった楽園から追放されてしまうんです。そして、それまで抱いていた幻想や熱気も失ってしまう。そこは寂しいけど、お金や本当の意味での発言権、つまり自己決定権が手に入れられるんですよ。「成熟する」清濁併せ呑むことを覚えるって、そういうことですよね。


  津田：おっと、生々しい話になってきましたね……！


  モーリー：今「クラブ」と呼ばれている業態は、極端な言い方をすると、ガラパゴスなんですよ。「まずい酒を、質の悪いサービスで売る」というのが多くのクラブに定着してる。こう言っては悪いけど、クラブのほうがお客さんより偉いくらいなんです。この閉鎖されたマーケットに競争を持ち込んで、サービスをよくしていかないといけません。クラブも国鉄からJRに変わらなきゃいけないんです。


  津田：クラブという閉鎖的な業態にも、新しい風を吹き込まなければならない、と。


  モーリー：イギリスでは今、クラブシーンが爆発的に盛り上がっています。でも、保守党のジョン・メージャーが首相を務めた1990年代前半から後半にかけては、クラブカルチャーはむしろ、阻害されていました。


  津田：イギリスではちょうどそのころ、レイヴをはじめとするクラブカルチャーを弾圧するような動きがありましたよね。


  モーリー：そうですね。当時、イギリスは金融規制の緩和によってバブルとなり、新興金持ち階級と失業した労働者階級の間には圧倒的な差が生まれていました。若者が失業し、あてもなくぶらぶらする一方、テレビなどのマスメディアはスーパーリッチなセレブの生活を到達可能な目標であるかのように放送する。そんな中、行き場を失った若者たちが野外の農場などに何千人も無許可で集まって、エクスタシーなどの新型麻薬を吸いながら、行き場のないエネルギーを発散するという一種の抵抗気運が生まれました。これがクラブミュージックを野外で流して踊る「レイヴ」の誕生です。当初レイヴは、自然発生的に若者が大勢で集まり、摘発されるまで踊るなど、草の根レベルで行われていました。保守的で金持ち礼賛のタブロイド紙は、その危険性をことさら煽り立て、若者や社会秩序の堕落の象徴であるかのように報道しました。そして1994年、イギリス政府は反レイヴ法「クリミナル・ジャスティス・アクト」を制定します。これによって、警察の許可なく野外で大音量の反復ビート音楽を流し、踊ることが禁止されました。「レイヴを通じてクスリが蔓延するおそれがあるから、この法律が制定されたのだ」とよく言われます。しかし、格差の増大する社会背景がある中、レイヴというムーブメントが過激なエコロジー活動などと連携し、抵抗運動へと発展するのではないかとイギリス政府が怖れたからという側面もあるようです。


  津田：クリミナル・ジャスティス・アクトの施行によって、その後、レイヴ・カルチャーは途絶えたのでしょうか。


  モーリー：いえ、それが違うんです。規制ができるとみんな考えるもので、プロのレイヴオーガナイザーが出現したんですね。そして、有料のチケットを捌き、警察の摘発をかいくぐる斬新で巧妙な手法を編み出して、大量の来場者を動員したんです。当時の保守党政権は、民間で行えることは民間にゆだね、


  「小さな政府」を志すという新自由主義路線を採っていました。減税措置をしてやる気のある企業家を後押ししたり、金持ちに権力を集中させたり日本で言うと、小泉純一郎さんが首相だった時代と似たやり方です。レイヴのカリスマ・オーガナイザーと呼ばれた人物も、まさに保守党政権の申し子でした。金持ちの若者向けに会員制の高額パーティをオーガナイズしていた若き起業家が、非合法のレイヴにそのノウハウをそのまま持ち込んでいたんです。彼らビジネスマンの手腕によって、レイヴビジネスは一気に加速していきました。しかし動く金額が急成長するにつれ、マフィアも参入し、ますます違法性が高まっていったんですね。


  津田：違法なはずのレイヴが開催されているのに、なぜ摘発されなかったのでしょう？


  モーリー：レイヴ・シーンで重要な役割を果たしたのが海賊ラジオです。ふつうのラジオでは曲の放送時、曲の著作権者に許認可を取ります。けれど、このラジオでは、もちろん完全に違法で放送。レイヴ開催時には暗号のようなラップを通じて場所などの情報伝達を行っていました。さらにDJや作曲家は日本製のサンプラーを使って既存の曲からループをパクり、二次創作、三次創作を通じて新曲を編み出していきました。放送を聴く悪ガキたちの間では、それが


  「シーン」として共有されていったんです。


  津田：元ネタを素材に二次創作、三次創作をする1990年代のイギリスでは、ニコ動みたいな動きがすでに始まっていたんですね。


  モーリー：しかも彼らは、それでお金を稼いでいたんですよ。オリジナル作品を作った人の許諾を得ずに二次創作作品をプレスして売るという行為は、著作権的に言うと、限りなく黒に近いグレーです。ただ、保守政権のもとで若者の雇用難は続き、社会全体の格差も広がっているそんな背景がある中、他人が作った有名な曲からサンプルをパクってリミックスしたり、二次創作したりして収入を得ることは、反権力の気風が浸透したレイヴ・シーンでは、ある種の「正義」と認知されていたんですね。こうしてレイヴが法律によって規制された後もシーンは成長し続け、そのうちメインストリームのポップミュージックにもレイヴの要素が入った曲がチャート入りするようになりました。同一のブレイクビーツが多くのDJや作曲家に繰り返し使われるうちに、それらは「公共の財産」だとみなされるようになっていったんです。つまり、「既存の素材を再編集・再加工して、いかにオリジナルな価値を生み出すかが才能である」と考えられるようになった。当時の若手クリエイターは、就労機会が限られていました。こうした海賊的行為によって対価が得られるなんて、彼らにとってまたとない話です。非合法な創作・消費のシーンは、こうして半ば黙認されながら育っていきました。サンプラーや音楽編集ソフトは年々低価格化し、参入障壁は下がる。新規参入するクリエイターは後を絶たず、競争も熾烈になっていきました。そうして、このスパイラルの中から数多くの名作やDJの巨匠が誕生していったんです。


  津田：底辺に追いやられた若者たちが、限りなく違法な行為によって、集団で経済的な格差に抵抗していった。


  モーリー：はい。彼らが著作権で縛られた文化を故意に破壊し、再加工・再定義し、自分たちの財産へと変換するこうした非合法のプロセスから新たな作品群が生まれ、徐々に市民権を獲得していったというわけです。こうして新自由主義の洗礼を否応なく受けた若者たちが、大人の目ざとい起業家とともに、自分たちの経済圏を勝手に作り上げていきました。


  津田：そうしてクラブに、経済原理が持ち込まれたと。


  モーリー：さらに言うと、1997年、トニー・ブレア率いる労働党に政権が移ったとき、政治家が「これは儲かる！」ってピンときちゃったんですね。で、「これは国益だ」となりました。そして国家イメージ戦略として打ち出した「クール・ブリタニア」かっこいいイギリスの一環として取り込んでいったわけです。かつて保守政権時代には弾圧されていた非合法領域の文化が、今やイギリスという国のブランディングにも、外貨獲得にも使える「金の卵を産むガチョウ」に早変わりした。つまり、金持ちがもっと金儲けをするためのツールとしてレイヴ・カルチャーが手ごろに見えたのでしょう。


  津田：それが現在のようなイギリスのクラブの活況につながったんですね。


  モーリー：はい。今年開催されるロンドンオリンピックの開幕式で音楽監督を務めるのは、アンダーワールドです。ヘロイン中毒の主人公が出てくる映画『トレイン・スポッティング』のラストの音楽を作った人たちですよ。クスリをやってる疑いでいったら、彼ら自身も限りなく黒に近いグレー。それが今やイギリスの顔ですからね（笑）。政治家が清濁併せ呑んだんですよ。私は日本の政治家にも言いたいです。「クラブはすばらしいところです。あなた自身が大儲けすることだってできます。だから清濁併せ呑んでください」ってね。


  津田：ただ、実際変わりますかね。僕は3.11以降、「日本人ってこんなに変わりたくない人たちだったのか」と思ってるんですよ。「変わりたくない症候群」。


  モーリー：ね。小泉純一郎さんが首相だった時代は、毀誉褒貶あったけど、竹中平蔵さんと一緒になって「小泉改革」を進めていったじゃないですか。1980年代にアメリカ大統領を務めたロナルド・レーガン、それとほぼ同時期にイギリス首相を務めたマーガレット・サッチャー。小泉さんはその流れを組む新自由主義の考え方で、貧富の格差が増大するというリスクを取る代わり、やる気のある人間がどんどんスーパーリッチになれる土壌を作って、経済全体を活性化しようとしました。しかし、強力に推し進められた小泉改革に対しても、全部元に戻そうとする人たちがいて、だんだん薄まっていったという印象があります。改革のスピードを鈍らせた人たちを「抵抗勢力」と呼んでいいのかどうかはわからないけど。


  津田：まあ、小泉人気はあったものの。


  モーリー：国民の中にはショーアップされた小泉さんを崇拝する人もいました。「純ちゃーん」って感じで。だけど、子どもの世代によりよい日本を譲り渡すため、彼の言うことを吟味して、自分も多少の負担は引き受けようと考えて対話するそういう動きはあまりなかったような気がしますよね。仮に小泉改革がほかの国で行われていたとしたら、もっと何かが本質的に変わっていたと思うんです。ドイツでメルケル首相がさまざまな改革を行ったみたいにね。小泉さんも彼女と同じ立場で、同じ手腕を発揮した。にもかかわらず、当時は国民の側が変わりたくなかったんです。ところが2012年の日本では、毛細血管のようなレベルで流れが変わってきています。ソーシャルメディアと一部覚醒した人たちの動きによって、小泉さんですらできなかったようなことが実現できるかもしれない。「変わりたくない症候群」も、否応なくそういう一角から動いていく可能性があるんです。


  津田：僕は形骸化してしまっている地方自治体から革命を起こせないかと考えてるんですよ。地方議会にも、圧倒的な支持を集める「大阪維新の会」のような地域政党は存在します。[*10] でも、維新の会が注目されているのは、橋下徹というすごいリーダーがいるからですよね。そうじゃない、目立つリーダーがいるわけじゃないんだけど、この動きに乗りたいとみんなが思えるようなムーブメントを、ネットを使って作っていけるかどうか。それが今後10年くらいの僕の課題なんですよ。


  モーリー：つまり「大人なんてファック！」というサブカル的なスタンスじゃ、それが実現できないわけですね。大人の世界は汚れているかもしれない。だけど、あえてそこに入っていってがんばる。そういう決意ができるかどうかですよね。


  津田：そうですよ。大人の世界をわかったうえで動いていけば、風営法だって変えられると思うんです。


  モーリー：今、風営法改正に向け、「Let's DANCE 署名推進委員会」[*11] というグループが10万人の署名を集めようと動いているじゃないですか。坂本龍一さん（@skmt09）も呼びかけ人の一人に名を連ねていて、連日、これについてツイートしています。僕が思うに、風営法を本当に変えたかったら、こういう活動も大事だと思うんです。「こんなに多くの人が……」っていうのは力があるから。


  津田：PSE法施行のからみで中古の電子楽器が買えなくなりそうになったとき、YMOのサウンドプログラマーだった松武秀樹さんがそれに反対し、署名活動を始めましたよね。あのときも坂本さんはすぐに活動に加わりました。彼らが声を上げたことによって、メディアがPSE問題を取り上げ始め、状況が動いた。ビッグネームがみずから行動を起こしていくことも重要ですよね。[*12]


  モーリー：あとは同時進行で、立法府の人たちにスマートなロビー活動をかけていく。クラブが社会を活性化して経済効果をもたらしうること、そして風営法の存在によって困難に陥っていることそれを議員さんに説明し、10分で説得できる凄腕ロビイストがいたら、風営法は結構チューニングされる気がします。


  津田：間違いなく状況が動くでしょうね。


  モーリー：議員の方にも事情をご理解いただければ、署名運動を展開している側にも、ある種の希望が生まれます。


  津田：そういう意味で言うと、違法ダウンロードの刑罰化 [*13] が民主党のほうで止まっているのは、やっぱり昔だったらありえないことなんですよ。この法案は、自公から議員立法で出てきたものです。昔だったら、それを民主党でも受け入れてしまうというひっどいプロセスをたどるところだけど、僕はこんなものは絶対止めたかったんですよ。それで民主党の川内博史さん（@kawauchihiroshi）に電話して、「これはおかしいです、了承しないでください」と訴え、ツイッターでも呼びかけたんです。[*14] 直接電話もした、「ツイッター」というみんなが見ている場でも呼びかけるすると川内さんが「世論の動向が鍵を握りそうだ。みんな、よろしくたのむ」[*15] とツイートして、動きがさらに加速していく、と。その後、川内さんに10分だけ時間を作っていただいて話をしに行ったら、違法ダウンロード刑罰化については民主党内でも反対に回る人が出てきて、今止まっているという。違法ダウンロード刑罰化が今後どうなっていくかはわかりません。でも、少なくとも法制化を先送りするという時間稼ぎはできた。これはすごく大きな話です。議員の側も、そろそろソーシャルメディアの力を無視できなくなってきたということですから。


  モーリー：議員の方が「自分たちが法律をブラックボックスで決めているのではない」という意識を持つのは、極めて健全なことだと思うんですね。違法ダウンロード刑罰化がソーシャルメディアの力によって止まっている。だから、クラブを変えていきたい人たちも、幼稚なツイートでTLを汚してはいけないんです。ちゃんと志のある国民代表のようにしないと。匿名の人たちも含めてね。ちょっと高潔な理想を恥ずかしがらずにツイッターで謳う人が増え始めれば、風営法改正についても、いい流れができていくと思うんですよ。


  津田：僕が風営法を本当に変えるため、この問題に本気でコミットするとしたら、やることはひとつです。世田谷区長の保坂展人さんに協力をお願いしますね。保坂さんは元社民党で、2011年4月、脱原発を掲げて世田谷区長になりました。でも、もともとは様々なネット規制問題でずっと反対していた人なんですよ。区長になってからは、電力の購入を競争入札にするといった改革を行っているんですよね。[*16] 現在、物議を醸している下北沢の再開発についても、再考するように促したり。[*17] たとえば、「風営法改正」というテーマで保坂さんとの対談を企画して、下北沢にあるどこかのクラブでUstするのもありかもしれないですね。


  モーリー：そうですね。政治家に直球で働きかけて、認識を共有してもらうこと。それから、警察発表だけを流しているマスコミに対し、「もっと多様な視点がある」と訴えて、報道してもらうこと。彼らだって、自分たちが発信した情報に受け手からの反響があると、いいインセンティブになります。現状、風営法問題に関する社会の認識はこんな感じです。「深夜2時過ぎに踊りたい一部の変な人たちが怒ってる」。そうじゃない、これは憲法にもかかわる話だと流れを作れる立場の人たちが説明し、マスコミに手伝ってもらって広げていく。それとアノニマスな人たち10万人の草の根運動が同時進行すると、風営法の問題は、結構すみやかにいい方向に進むかもしれませんね。実は道はあるんですよ。第三の道が。


  津田：あると思いますよ、僕も。


  モーリー：個々人のレベルでも、ちょっと見方を変えるだけで、別の道が開くことはありうる。「だから希望を捨てないで」っていうのが最終的なメッセージということになるのかな。


  津田：僕は東北に行くと、いつも絶望的な気持ちになるんです。この被災状況と限界集落。どうやったって30年後、ここが街として発展するビジョンが見えません。でも、今までだったら東北に来なかったような人たちが足を運び、知恵を集め始めています。僕はこの5月末に南三陸に行ったとき、震災をきっかけに始まった「TERACO」[*18] という寺子屋プロジェクトのスタッフに話を聞いてきたんです。南三陸では小中高、みんな同じ学校に行くらしいんですよ。高校入試なんてあってなきがごとし。そして、みんな大学には行かない。でもTERACOができ、東京から一流大学の子たちが来て勉強を教えてくれるようになったら、子どもたちが「大学に行きたい」と言い始めたというんですよね。そういう子たちが将来、大学で勉強して、UターンやIターンでミームのようになって東北に戻っていく僕はそれって希望の種だなあと思っているんです。絶望があるところには、それとは裏腹に、絶対に希望も生まれている。日本には3.11で、これだけの絶望が生まれました。ということは多分、それによっていろんな希望の種も生まれているはずです。クラブはまさに今、息の根を止められようとしています。その絶望感は、実は大逆転のためのチャンスで、希望の種でもあるっていうことですよね。


  モーリー：そうですね。危機がチャンスです。中国やアメリカの歴史を見ても、国の激動期に物事がよい方向に転換しました。


  津田：日本は民主国家だから、命が危険にさらされることは、そうないじゃないですか。「風営法を変えろ」って活動をするにしても、逮捕はされるかもしれないけど、死刑にはならないから。


  モーリー：拷問もされないし。


  津田：そう、それは生きていくうえで、ものすごく大きな希望にもなる。


  モーリー：だから、クラブ関係者たちも、「風営法において、自分たちは弱者で被害者」っていうのではなく、そこから脱却しないとね。発言権が与えられているぶんだけ、恵まれているんですよ。地球レベルで言うと僕たちは北半球にいて、この努力は南半球のためにもなる。だからみんな、地球のためにがんばろう！ というところですかね。


  津田：そうそう、何なら地球と言わず、宇宙のためにがんばりましょう！ 今日は壮大なお話をどうもありがとうございました（笑）。


  



  [*1] 5月8日に放映された「クラブと音楽シーン」の内容はTogetterにまとまっている。


  「風営法問題と音楽シーン」 http://togetter.com/li/305358


  [*2] 『ライブハウス文化論』（青弓社）の記述による。


  [*3] http://ameblo.jp/ayaakapanda/


  [*4] http://www.beatport.com/track/yup-yup-feat-maya-and-aya-panda-original-mix/3208819


  [*5] http://www.beatport.com/


  [*6] http://matsukiayumu.com/1oku/


  [*7] https://twitter.com/matsukiayumu/status/8021044061


  https://twitter.com/matsukiayumu/status/8021114179


  https://twitter.com/matsukiayumu/status/8021808009


  https://twitter.com/matsukiayumu/status/8566935533


  https://twitter.com/matsukiayumu/status/8568936107


  [*8] https://twitter.com/matsukiayumu/status/8579903976


  [*9] 次のTogetterの中に、スリム・アマモウ氏とモーリー氏のやりとりがまとめられている。


  「Slim Amamou visite le Japon」


  http://togetter.com/li/278576


  また、モーリー氏によるスリム・アマモウ氏インタビューのもようは、YouTubeにアップされている。


  「Interview with Tunisian activist Slim Amamou "over a beer" in Tokyo」


  https://www.youtube.com/watch?v=kk_jOaY-2wo


  [*10] http://oneosaka.jp/


  [*11] http://www.letsdance.jp/


  [*12] http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0602/18/news002.html


  [*13] MIAUでは違法ダウンロードの刑罰化に反対している。


  「『違法ダウンロード刑事罰化』について、議員向けの反対声明を発表しました。」


   http://miau.jp/1338800400.phtml


  [*14] 本メルマガvol.29の「MIAUからのお知らせ」追記でもこの時の経緯を報告している。


  [*15] https://twitter.com/tsuda/status/192080555523833858


  [*16] http://blog.goo.ne.jp/hosakanobuto/e/3b3aa5d971b71865fb30d943ee82835c


  [*17] http://blogos.com/article/19879/


  [*18] http://grandlines.net/teraco.html


  



  ▼モーリー・ロバートソン


  1963年、アメリカ・ニューヨーク生まれ。国際ジャーナリスト、作家、ミュージシャン。政治、社会問題、芸術など多岐にわたる話題を扱う。現在、NHK「だたイマ」出演、MXTV『ゴールデンアワー』に火曜日のMCとしてレギュラー出演中。ネット放送局「Block.fm」で毎週木曜日24：30よりレギュラー放送。津田大介の著書『動員の革命』（中公新書ラクレ）では「ソーシャルメディアで世界は変わったか」というテーマで対談を行っている。


  ・公式サイト：http://officemorley.jp/


  ・ツイッターID：@gjmorley


  メディア／イベントプレイバック

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.35のゲストは、佐賀県立有田工業高校デザイン科の川添こころさん、島田花穂さん、田中みづきさんの3人です。


  


  ◆もし女子高生が総理になったら!?



  （2012年3月25日 ニコニコ生放送「【ニコニコ白熱教室】 もし女子高生が総理になったら!? 津田大介×女子高生3人」ニコニコニュースより転載）


  出演：川添こころ、島田花穂、田中みづき（有田工業高校デザイン科3年）、与良正男（毎日新聞論説副委員長）、マエキタミヤコ（「サステナ」代表／デザイン選手権審査員）、津田大介


  「政治家を選んだのは国民」「候補者が自分の考えをきちんと国民に伝えられていない」「国民も候補者をきちんと理解せずに投票してしまっている」。このような問題意識を持った女子高生がいる。佐賀県立有田工業高校デザイン科の川添こころさん、島田花穂さん、田中みづきさんの3人だ。


  昨年10月、彼女たち3人は、高校生の視点で社会や暮らしの中から問題・課題を発見し、その解決方法を分かりやすく提案するコンテスト「全国高校デザイン選手権（デザセン）2011」に出場。候補者と有権者がお互いを知る機会を増やそうという提案「あなたのおうちに。開局！選挙チャンネル」をプレゼンテーションし、優勝した。


  若者の"政治離れ"が指摘されて久しいなか、女子高生は、いま何を伝えようとしているのだろうか。そして、彼女たちが語る未来の選挙・政治とは。3月までは女子高生だった3人によるプレゼンも披露された2012年3月25日のニコニコ生放送の討論番組『もし女子高生が総理になったら!?』の全文を書き起こして紹介する。


  ・[ニコニコ生放送]本記事の書き起こし開始部分から視聴（会員登録が必要）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv86031962?po=news&ref=news#1:30:05


  ・[ニコニコ生放送]有田工業高校の女子高生（番組当時）のプレゼン部分から視聴（会員登録が必要）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv86031962?po=news&ref=news#17:18


  ■女子高生に優勝をもたらした"企画"とは


  津田大介（以下、津田）：みなさん、こんにちは。ジャーナリストの津田大介です。突然ですが、みなさん、「デザセン」ってご存じでしょうか。名前は聞いていたことあったんですけど、具体的にどういうことやっているか、僕は知らなかったです。これは「全国高等学校デザイン選手権」という大会で、高校生の視点で社会の中から課題を見つけて、その解決方法を分かりやすく提案・構築していこうというコンテストです。


  本日のニコニコ生放送は、ニコ論壇の特別編として、昨年のデザセンの大会で、見事に優勝を果たした佐賀県立有田工業高校の女子高生3人を招きまして、


  「『ニコニコ白熱教室』 もし女子高生が総理になったら」と題して、原宿のニコニコ本社から選挙や政治の未来について語っていきたいと思います。


  それではゲストの方々を紹介します。環境広告「サステナ」の代表で、デザセンの審査員も務められていますマエキタミヤコさんです。よろしくお願いします。


  マエキタミヤコ（以下、マエキタ）：よろしくお願いします。


  津田：今ちょっと説明しましたが、デザセンとは、どういう大会なのでしょうか？


  マエキタ：全国の高校生が、デザインの力を競い合う、デザインというのもグラフィックデザインやプロダクトデザインだけではなくて社会をデザインする、社会の問題解決のデザインも含めた広い意味でのデザインのコンテストです。


  津田：ちなみにマエキタさん、ニコニコ生放送やニコ動にご出演されたのは初めてですか？


  マエキタ：初めてです。


  津田：初めてですか。こうやってコメントが出ているんですけど、いかがですか？


  マエキタ：はい、え・・・。（ユーザーのコメントを見て）「パッチだらけ」「きれいじゃん」。うれしいですね。


  津田：あと「佐賀ってどこ」って（コメントに）ありましたけど、佐賀は九州ですよ。九州の福岡県と長崎県と間にある。


  マエキタ：九州なのに米どころなんですよね。


  津田：でも、「通り過ぎられる県だ」なんてのもよく言われますけどね。


  マエキタ：いやいや素敵なところですよ。


  津田：はい。（コメントを読みながら）「佐賀 VS 滋賀」。名前が似ているだけですね。


  マエキタ：いいですね（笑）。


  津田：いろいろコメントがありますけど、こんな感じでやるんで、気をとられていると、考えていることが飛んでしまったりするので、ちょっと時間あるときに見てもらえれば。


  マエキタ：そうそう。（芸人の）はなわさんの『佐賀県』で有名になったことも。


  ■若者の"政治離れ"は本当か？


  津田：続きまして、毎日新聞の論説副委員長で、政治についてさまざまな番組でコメンテーターを務めていらっしゃる与良正男さんです。よろしくお願いします。


  与良正男（以下、与良）：こんにちは。どきどきしちゃっています。


  津田：与良さん、ニコ生は初めてですか？


  与良：初めてですね。今日、最年長であることは間違いないんだけど、原宿という街そのものが何年ぶりだろうって思いました。


  津田：僕も、日曜の午後2時に竹下通りを歩くの何十年ぶりだろうって。


  与良：こんなに歩くのが大変だとは。


  津田：竹下通りから普通に歩いてくれば、（ニコニコ本社までは）5分もかからないのに、15分ぐらいかかりましたからね。


  与良：話には聞いていましたけど、すごかった。ここに来るまでも大変でしたが、初めての出演で楽しみです。僕は政治の取材をし始めて20数年、新聞記者になって30年以上なります。それこそ新聞記者は、すぐ堅い話するからいけないんだけど、若い人と僕らおじさんをどう繋ぐかっていうのが政治の最大のテーマそのもの。


  「税と社会保障の一体改革」も、実は、若い世代と我々おじさん・おばさん・おじいちゃん・おばあちゃん世代とものすごい格差があるわけね。若い人たちは今、恵まれていないと本当に思う。その格差をどう縮めるかみたいなところが最大の政治テーマの中で、自分の娘よりも若い女の子たちと政治の話ができるのを楽しみにしているし、緊張も・・・。


  津田：与良さん、若者と話される機会も多いと思います。「若者の○○離れ」っていろんなこと言われますけど、政治離れって感じられますか？


  与良：我々マスコミも、すぐ一言で片付けちゃうんだけど、（若者と）実際に話をしてみると全然そんなことはなくてね。やっぱり、（若者も政治に）とても興味があるし、自分の意見を言いたいと思っていると思うのね。


  ところが、そういう場がなかなかない。学校や教育の世界でもない。そういうチャンスさえ作ってあげれば、ネットやメールやツイッターだけでなくて、面と向かって話すと、すごくいろんなことを思っている（のが分かる）。それが、なかなか外に出ていかない感じがあって、僕らおじさんたちの仕事は、そういう機会を作ってあげていくことだなって思います。


  マエキタ：おじさんもおばさんもね（笑）。


  津田：今コメント見ていたら、「若者の声を代弁してくれる政治家がいない」って声がありました。与良さんから見て、そういうことが、できそうな人はいますか？


  与良：固有名詞あげちゃっていいんだよね？


  津田：大丈夫ですよ。


  与良：例えば、津田さんとも一緒にやったことあるけど、僕が一緒に若者をどう巻き込むかみたいな仕事をしているのは、前の文部科学副大臣の鈴木寛さん。


  彼なんかは大学でも教えていたことがあったりして、やっぱり若い人をどう巻き込むかをすごく理解している政治家の一人。決して、永田町っていう世界が、じいさん・ばあさんばかりの世界ではない。だけど、それが大きな広がりになっていないのも事実だよね。


  津田：画面を見ていると、後ろのピンクの背景と与良さん、話の内容のギャップがすごいですね。


  マエキタ：ピンクバックの与良さんも似合いますよ（笑）。


  ■佐賀からやって来た女子高生「東京の人混みにびっくりした」


  津田：コメントでも「早くしろ」って言われたので、続いて、本日の主役を紹介したいと思います。全国高等学校デザイン選手権、デザセンで優勝した佐賀県立有田工業高校デザイン科3年の川添こころさん、島田花穂さん、田中みづきさんです。


  今日は佐賀県からわざわざお越しいただきました。よろしくお願いします。それでは自己紹介を、それぞれPerfume（パフューム）風にお願いします。


  川添こころ（以下、川添）：パフューム？決め言葉みたいな？川添こころです。コメントが目に入るので、みなさんお手柔らかにお願いします。


  島田花穂（以下、島田）：島田花穂です。今すごく緊張しているので、うまくいくか分からないですけど、よろしくお願いします。


  田中みずき（以下、田中）：田中みづきです。めちゃくちゃ緊張しています。よろしくお願いします。


  津田：緊張されているってことなんですけど。リアルタイムで画面にコメントが表示されるニコニコ動画・生放送っていうサービスがあるんですが、3人は見ていますか？


  島田：見ます？


  川添：見ません。


  津田：佐賀にはインターネットは通っているの？


  川添：通っていますよ（笑）。


  マエキタ：ユーザー率は低いそうです。


  津田：3人はチームでデザセンに出られて、優勝されたんですけど、この3人の中でリーダーは誰ですか？ 力関係とか？


  田中：一応、選挙の難しいことなど取りまとめて調べてくれたのは島田花穂ちゃんなんで、"ブレーン島田"って呼んでいます。


  津田：島田さんがリーダーではないけれども、ブレーンなんですね。YMOで言うと誰なんですかね？


  島田：YMO？


  津田：イエロー・マジック・オーケストラって知りませんか？


  マエキタ：通じる言葉でお願いします（笑）。


  与良：僕ぐらいの世界の話だから、細野さんの話とかは。


  津田：すいません。緊張してらっしゃいますよね。ちなみに原宿の竹下通りにいらっしゃったのは初めてですか？


  島田：私と（川添）こころは初めてです。


  田中：私は何度か来たことがあります。


  津田：田中さんは、島田さんとか川添さんと比べて「東京っていうのはこういうもんだ」を知っている、と。


  田中：うーん、はい。


  マエキタ：4月から東京の・・・。


  田中：はい、東京の学校に。


  津田：そうなんですね。島田さんと川添さんは？


  島田：私は福岡です。


  川添：私は金沢です。


  津田：3人は4月からの新生活は、バラバラになっちゃうんですね。


  与良：卒業式は終わったんだよね？


  川添・島田・田中：はい。


  津田：女子高生でいられて、制服着られるのもほとんどこれが最後な感じなんですね。


  川添・島田・田中：はい。


  津田：昨日から東京に来たという話なんですけど、昨日は何をやられていましたか？


  川添：六本木に行きました。


  津田：どうしてそんなに自慢げに？


  マエキタ：どうして六本木に行ったの？


  島田：六本木アートナイトを観に行きました。


  津田：僕も六本木アートナイトいましたよ。3人で行ったんですか？


  田中：担当の先生と4人で。


  津田：川添さん、東京のイメージはどうですか？


  川添：賑やかですね。道とかキラキラしていました。


  津田：島田さんはいかがですか？


  島田：私、人混みがすごく苦手でびっくりしました。


  津田：でも福岡も人混みがけっこうありますよね？


  島田：新しく住むところも住宅街なんで、そこまで人は多くないんです。


  ■「40人中、男子は3人」女子高生たちが通ったクラス


  津田：東京で工業高校というと、ほとんど男しかいない、90％ぐらい男という世界だったんで、有田工業高校って聞いたときに、工業高校で女子高生ってのが意外な感じがあったんです。この有田工業高校にはデザイン科ってのがあるんですよね。男女比はどれくらいですか？


  島田：ほとんど女子です。


  津田：そうなんですね。どういったことを勉強するんでしょうか？


  田中：最初は平面構成とかデザインの基本的なことを学んで、2年生になってからプロダクト系の立体の作品を作るなど、幅広い分野でデザインを学びます。


  津田：美術大学とかデザイン系だと、情報のデザインみたいな学科もあるんです。今回の「選挙チャンネル」も、情報のデザインのやり方の一つだと思うんですけど、高校の中で情報デザインも教わるんですか？


  田中：はい。


  津田：みなさん、高校のクラスは一緒ですか？


  田中：はい、一緒です。1クラスしかないんで。


  津田：ちなみに何人ぐらい？


  田中：40人クラスで、37人が女の子で3人が男の子です。


  津田：ハーレムですね。すいません。しょうもない質問ばっかりなんですけど、2月14日のバレンタイン・デーには、その3人の男子に、すごい勢いでチョコが集まることはありますか？


  田中：それはないですね。


  津田：ないんだ。なんで？


  川添：逆に、みんな仲が良いんですよ。


  島田：男女あんまり関係ないですね。


  津田：いろいろ聞きたいことはあるんですが、番組を進めていきたいと思います。番組ではユーザーのみなさんからのご質問を受け付けています。「もし総理になったらどんな政策を実現したいですか？」と、けっこう真面目なテーマですけど、女子高生3人に対する質問とかでもいいと思うので、どんどんメールを送ってください。番組ページのメールフォームから送ることができますので、よろしくお願いします。


  それでは、さっそくデザセンで優勝したというものを見てみたいので、有田工業高校の3人に選挙をデザインするプレゼンを披露していただこうと思います。それでは準備をお願いします。


  川添・島田・田中：よろしくお願いします。


  与良：コンテストと同じようなかたちでやってもらえるのね。楽しみだね。


  津田：プレゼン準備中にお聞きしたいんですけど、マエキタさんは審査員でもあったということで、最初に有田工業高校のプレゼンを見たときの印象をお聞かせいただけますか？


  マエキタ：私がデザセンに関わって3〜4年になるんですけど、社会をデザインするというテーマのコンテストなので、政治に取り組んでくれる高校生が出てくるといいなと、ずっと待ち望んでいました。政治のことも、毎年多少はあるんです。いい線いっているところも多かったんだけど、初めて的を射たというか、初めてみんなが納得した企画だった。


  津田：例年だと、どういう企画が1位になることが多いんですか？


  マエキタ：1位になるのは、武器に関する平和構築のものだったり、人生の深みだったり。去年の優勝も有田工業なんですけど。


  津田：じゃあ、2年連続で優勝したと。


  マエキタ：2年連続で同じところが優勝したというのは初めてじゃないですかね・・・。（スタジオ側を見ながら）そんなことはなかったようです（笑）。


  津田：先輩からスピリッツが受け継がれたわけですね。


  マエキタ：先輩から手ほどきは受けていないけども、いろいろアドバイスをしてもらったり・・・。


  津田：それではプレゼンの準備が整ったようです。小さい腕組みをしていましたけど。では佐賀県立有田工業高校デザイン科の3人によるプレゼン「あなたのおうちに。開局！選挙チャンネル」です。よろしくお願いします。


  ・[ニコニコ生放送]有田工業高校の女子高生（番組出演当時）のプレゼン（会員登録が必要 ）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv86031962?po=news&ref=news#17:18


  ■「選挙チャンネルで、信じて託せる日本へ」 女子高生のプレゼン


  田中：みなさん、こんにちは。いよいよ明日、「選挙チャンネル」が開局します。みなさんは今の政治に満足していますか？


  （国会映像が映し出される）


  島田：周りがうるさくて何を言っているか分からないね。


  川添：なんか喧嘩みたい。


  田中：そんな政治家を選んだのは大人ですよね？みなさん、分からなかったんですか？こんな候補者だって。


  川添：いやいや、あんな選挙運動だと分からないよね。「よろしくお願いします。よろしくお願いします」って手を振ってばっかりで。


  島田：政見放送も堅いし、暗いし、つまんないよね。


  田中：そこで開局するのが「選挙チャンネル」です。国政選挙から地方選挙まで、選挙に関するあらゆる情報を提供する選挙専用チャンネルです。


  島田：日本ではテレビやネットを使った選挙運動が特に規制されています。


  川添：これじゃあテレビを使って選挙なんてもってのほか。


  島田：そこで総務省の協力を得て、「選挙チャンネルの番組は正式な選挙運動と認める」と改正することができました。


  田中：それではニコ生をご覧のみなさんに、ほんのちょっとだけ、このチャンネルの様子をお見せしましょう。


  （番組形式スタート）


  川添：さぁ始まりました。「お悩み相談なう」。今回もたくさんのお悩みが届いています。そちらに座っている候補者のみなさん、今回はどんな素敵な解決方法を出してくれるのでしょうか？


  島田：それではさっそく1つ目のお悩み。佐賀市にお住いの35歳主婦・りほちゃんママさんからです。お電話が繋がっています。


  川添：こんにちは。


  りほちゃんママの声：こんにちは。


  川添：お悩みどうぞ。


  りほちゃんママの声：下の子がもうすぐ1歳なんですよ。育児休暇、もうすぐ終わりなんですよね。職場復帰をしたいと思っているんですよ。でも近くに遅くまで子どもを預かってくれる託児所がないんですよ。どうすればいいですかね？


  川添：うーん、それは大変ですね。ここで、この会場に来てくださっている候補者のみなさんに、いきなり無茶振りをしてみたいと思います。「与良候補、津田候補どうですか？」・・・と事前に質問をされていないのに当てられたら結構どきっとしますよね？


  田中：このように事前に一切知らされていない国民からの質問に候補者が答えることで、候補者の考え方はもちろん、問題に対しての対応スピードや応用力を知ることができます。


  川添：「突撃！となりの立候補者」。


  島田：当番組のスタッフが候補者の自宅を突撃訪問。候補者のオフの顔を探っちゃいます。今回は（佐賀県選出の参院議員の）福岡たかまろさんに突撃です。（映像が流れる）


  レポーター：今日はよろしくお願いします。よく料理はなさるんですか？


  福岡たかまろ氏：そうですね。けっこう作りますね。スンドゥブチゲです。


  （福岡氏が料理をするシーンや夫人と散歩する様子の映像が流れる）


  田中：このように普段の生活をお見せすることによって、候補者の人柄をより知ることができ、信頼できるかどうかをしっかり見極めることができます。候補者と有権者の敷居が低くなり、候補者を身近に感じることができるのです。次は「プレゼンステーション」です。


  ここでは候補者に同じテーマに沿って、自分の考えをプレゼンしてもらいます。今日のテーマは教育についてです。では、武雄市議会議員選挙に立候補した永田まこと候補のプレゼンです。


  （映像が流れる）


  永田まこと氏：よろしくお願いします。わが武雄市の教育については一大改革が必要だと思っております。まず週7日制の導入であります。こちらをご覧ください。


  川添：週7日制って休みないよね？いやだなぁ。


  島田：でも選択性って言っていたから、自由に休みをとれるんじゃない？楽しそうだよ。


  川添：そこんところパネルに書いてもらわないと分かりにくいよね？


  島田：うーん、確かに。


  川添：あ、評価（をしないと）。（リモコンを取り出して）内容は5かな。


  田中：地デジの双方向通信を使った視聴者からの意見や評価を取り入れるコーナーもあります。視聴者がつけた評価は候補者本人にのみ公開されます。これによって候補者と国民が連携して、スキルアップすることができます。


  島田：そしてもう一つ。視聴者がつけた成績表は視聴者自身がグラフとして振り返ることもできます。どの候補者にどんな評価をしたのか一目瞭然です。投票前の参考になりますよ。


  （番組形式終了）


  川添：ほかにも一年間を通してこんなにたくさんの番組をご用意しております。お楽しみに。


  田中：「信頼できる政治家がいない」。国民は言います。


  島田：政治家は国民の代表です。まず国民がその政治家を信頼しなければ何も始まらないのです。今の日本は政治家の粗を探しては攻め立てるばかり。


  川添：批判することは簡単です。ですが、それで本当に日本は良くなっていくのでしょうか。


  田中：本当に国を良くするためには、批判をするのではなく、育てることが必要なのです。


  島田：政治に政治家に選挙に興味を持つ。積極的になる。


  （民主党の原口一博衆院議員の映像が流れる）


  原口一博衆院議員：たくさんの人に伝えたい。たくさんの方からお声を聞きたい。


  川添：私たちには政治家の本当の思いを受け取る準備が必要です。


  田中：「選挙チャンネル」は私たちと政治家の架け橋になってくれます。


  川添：信じて託す。


  女子高生3人： 信じて託せる政治家を。


  田中：そして、


  3人：信じて託せる日本へ。


  田中：お別れの時間です。開局までもうしばらくお待ちください。それではお茶の間のみなさん、会場にお越しのみなさん、さようなら。


  川添：ごきげんよう。


  ■「選挙チャンネルはニコ生と相性がいい」


  与良：すばらしい。


  マエキタ：すごいでしょ。


  津田：これは優勝でしょ。優勝ですよ。ほかの見なくても優勝ですよ。


  マエキタ：ハートを掴む感じがあるでしょ。


  津田：3人が（卒業後）バラバラになっちゃうけど、月1ぐらいで東京にきてもらって、ニコ生でこれ番組やってもらえばいいじゃないですか。それぐらいニワンゴが出してくれますよ。


  マエキタ：見た瞬間にニコ動とかやってくれんじゃないみたいに思いました。


  津田：さっきのプレゼンで双方向性を活かして評価するって、要するにニコ生ですからね。コメントでやられていますからね。ああいう似たようなアンケートのシステムがあって、ニコ生にも用意されているから、すごく相性がいいんじゃないかって思いました。


  すごくよくできているんですけれども、ちょっと気になったところが、「突撃！」とか「プレゼンステーション」とか、アイディアが既存のテレビ番組のパクリなのかなと思いつつも、オリジナルかなと思いつつ。


  一点、「ここはどうするのかな？」って思ったのが、政治家の日常を見てもらうことによって、その人の姿を知ってもらって、それによって投票の行動の一つの材料にするところ。僕もそういうところ重要だと思いますし、ツイッターやフェイスブックなど、テレビでは知れない、政治だけでない、政治家のいろんな面を見られることは大事なんですが、カメラが回っていると、人って自分を良く見せたがるので、それが宣伝とかプロパガンダに繋がってしまうんじゃないかって。そういうものに対してはどう思われているのかな？


  川添：ちょっと待ってください。


  津田：今の質問ちょっとまずかったですかね。


  川添：ちょっとタブーでしたね。


  マエキタ：そんなことないでしょ。


  津田：すごくいい人に見せているけども、実は裏で悪いことやっているみたいな。奥さんと仲良くしてそうだけども、裏ではすごいDV（ドメスティック・バイオレンス）をしているとか。映像では分からないじゃないですか。そういうものに対して何か対処とか考えているのかなって。


  川添：対処は考えていないんですけど、私たちが「選挙チャンネル」を実現して、見る人たちには「この人たち、奥さんと仲良しなんだなぁ」って見るんじゃなくて、テレビに映っていることがすべてとは思ってほしくない。見る人も「テレビだからなぁ」の気持ちを持ちつつ見てほしい。


  与良：ちょっと助け舟を出すと、突撃ってところが味噌なんでしょ。事前に何にも言わないで、突撃していく、と。今のビデオの作りが作りものっぽかったからだけど、何にもアポなしで、突然（政治家のところに）行くわけだよね。


  津田：公人であれば、それをきちんと受けないといけない、と。


  与良：お悩み相談も、事前に打ち合わせなしで突然振るわけなんだよね。それも一つの手だと思うよ。


  マエキタ：仕込みとか、やらせとかなくてね。


  与良：僕なんか、『みのもんたの朝ズバッ！』っていう、まったく打ち合わせもない、無茶振りばっかりされている番組やっているんで、よく分かる。突然聞かれると、自分が本当に知っているかどうかが試されちゃう。「この人は実は知らないのに、ごまかしている」とか「話題を変えちゃっている」とか。


  津田：僕もさっきのプレゼンで振られて、ドキッとしちゃいました。プレゼンでも、CGが使われていたり、テレビの映像を入れられていたり、すごいなって思ったんですけど、デザイン科のみなさんで作られたんですか？


  島田：いえ、3人で作りました。


  津田：すごいですね。


  与良：それはすごいと思ったよ。そういうことができるようになっちゃったんだね。


  マエキタ：企画力があって、デザインに落とし込む具体的な作業もできる、と。


  津田：「津田よりすげー」って書いていますけど、本当にそうですよ。まったくできないですもん。せいぜいニコ生でこんなふうにいるしかないですからね。


  与良：映像がしっかりしてないと陳腐になっちゃうもんね。


  津田：また最後に、政治家に対しての忌憚のない評価がいろいろ表れるって最後に、原口さんが3秒後ぐらい出て、原口さんへの（ニコ生の）コメントが結構ひどかったですからね。そういうのも示唆的で面白かったですね。


  与良：（佐賀県が）地元だもんね。原口さん。


  ■与良「痛いところを突かれた」


  津田：与良さんはプレゼン全体ご覧になって、いかがでしたか？


  与良：痛いところを突かれたなっていう感じ。さっきも言ったように、僕は30年も報道する側にいるでしょ。同じように、テレビにも関わっているけども、伝える・報じる側に30年いるんだよ。僕は新聞記者だけど、果たして選挙で情報を新聞は伝えているのかって、常々思い続けている。


  とりわけ小選挙区比例代表制になって、悪いことじゃないんだけど、政党本位だとか政策本位だとかマニフェストだとか、「そういう選挙にしましょう」と僕は強調してきたんだ。その候補者の人となりだとか、候補者に能力があるのかどうかだとか、本当に政治家として役に立つのかという個々の政治家・候補者の能力については、きちんと報じて来なかったような気がする。


  選挙の時に、「この人ダメだよ」ってなかなか言えないじゃない。そうやって僕が判断しなくてもいいけど、そういうところを果たして言ってきたのか。せいぜい「この件についてどう思いますか？」というアンケートを取って、公平に並べてみたりだとかっていうことをやって候補者の特徴を出すんだけど。果たして「この候補者が政治家としてどうだ」ということをきちんと報じてきたかと。


  政党については、「マニフェスト・政策はどうか？」ってやるんだけど。基本はやっぱり、「この人は本当に政治家？」「いいの？」って思うからこそ、みんなやり始めたんだ。新聞もテレビもやって来なかった気がするのね。そういう意味で、正直言って、痛いところを突かれたなって感じがしました。


  津田：今コメントを見ていて面白かったのが、与良さんがかなり大事な話しているから「メモった方がいいぞ」ってあって、それを見ていたわけじゃないんだろうけど、川添さんがメモを始めて、「こころ偉い」「こころ偉い」って


  （コメントが続いた）。


  マエキタさんは以前にも（女子高生のプレゼンを）ご覧になっていたんですけども、改めて生でご覧になっていかがでした？


  マエキタ：（デザセン審査委員長の）小山薫堂さんがコメントで、「僕はテレビの企画屋ですから、こういう企画を『やってみよう』という話は出る。でも実現できないんです。でも、あなたたちだったらできるかもしれない。ぜひこれを実現させてください」って言っていて、今日こうやってニコ動でプレゼンできて、私もうれしい。


  津田：8000人が見ていますからね。デザセンにいるときよりも多くの人に見られていますからね。


  マエキタ：世界的に、メディア・リテラシーの教育って、高校でやるんですよね。ニューヨークに、DCTV（ダウンタウン・コミュニティテレビ）っていうのがあって、日本人の津野敬子さんっていう人がやっているんだけど、彼女は夫婦で何年もずっと、高校生にドキュメンタリー制作を教えるっていうのをやってきている。テレビ制作としても、たくさん賞をとってきている会社なんだけども、多分、みなさんが受けて来られたような教育を、無償でニューヨーク市から委託を受けてするっていうことで。


  アメリカのメディア・リテラシーが日本より良いかどうか分からないけれど、それがある種1つの成果で、「日本でもメディア・リテラシーをちゃんと教える学校ってあるのかな」って思っていたんだけど。


  ■大人を動かした女子高生の"企画力"


  津田：3人のプレゼン自体が良い授業の教材になるんじゃないかなって気がするんですけど。ニコニコ生放送にも双方向性を活かせる機能があって、アンケートができるんですよね。今ごらんになっている8000人の方々に「3人のプレゼンがいかがだったか」のアンケートを聞いてみましょう。


  「とても良かった」という人は１、「まぁまぁ良かった」っていう人は2、


  「あまり良くなかった」人は3、「良くなかった」という人は4で。みんな、1を押してほしいですよね。じゃあ、ちょっと視聴者の人にお願いして。


  川添：（手を合わせる）


  津田：（コメント見ながら）「原口出たからいい」とか。原口さんは関係ないでしょ（笑）。今みんなが画面をクリックしていて、それですぐ集計されるっていう。出ました。「とても良かった」が63.3％、全体的に良かったという人が93％。素晴らしい。


  マエキタ：ニコ動を見ている人って優しいね。


  津田：口は悪いけど優しい。パソコンぐらいしか得意なことないけど、優しい。今コメントにも出ていますけど、与良さんとかマエキタさんとかの話を聞いていかがでしたか？川添さんから。


  川添：デザセンのときは、プレゼンしたら、茂木（健一郎）さんは「ブラボー」って言ってくれて、「やったー」という感じで優勝だったんですけど、ここは私たちのプレゼンにアイディアみたいなものを与良さんとマエキタさんがくださったので、ますます勉強になりました。


  与良：優等生的な話だったね。


  津田：優勝したんだから、それ以上改善しなくてもいいんだけど、メモをしているから。


  川添：「選挙ちゃんねる」を実現するためにですね。


  津田：島田さんはいかがですか？


  島田：この提案、デザセンの本番の前も、自分たちでずっと考えているときは、本当に実現するのかなって思っていたんです。実際にプレゼンを見てもらって、もちろん友達も反論返してくれるんですけど、大人の方がすごく良い言葉を言ってくれて、実現に向けて動いてくれている人もいて、そういうのがうれしいです。だから私たちもまだ頑張らなきゃいけないなって思います。


  津田：なるほど。田中さんいかがですか？


  田中：3番目ってコメントに困りますよね。このプレゼンを作っているときはクラスの子とか同じ歳の子の意見を聞いたり、大人の意見も聞いたりしていたんですけど、この場で大人たちの意見を聞けるっていうのがすごく貴重です。


  デザイン選手権出るときは、いいプレゼンをしようっていう一身でやっていたんですけど、こうやって優勝して、大人たちからも評価をいただいて、ニコ生を見てくださっているみなさんに評価をいただいて、「選挙チャンネル」は実現しないといけないなって思った。「政治家は汚い」って言われているじゃないですか。でも政治や国がどうこうではなくて、私たちでどうにかできるんじゃないかなって思いました。ありがとうございます。


  津田：「大人よりも偉いよ」ってコメントがありました。田中さんのコメントは素晴らしいコメントだったと思うんですけど、一点だけちょっと言うと、ここに並んでいる人たちは、あまりまともなベンチマークだと思わないほうがいい。


  マエキタ：そうね。それはそうね（笑）。


  与良：そうか？俺は一緒にするなよ（笑）。


  津田：それぞれ社会からはみ出ているところがあるから、そんなにまともではないと思いますけど。


  与良：変わった新聞記者ではあるけどね。


  ■「国会議員を選んだのは国民」


  津田：ちなみにニコニコ動画とかニコニコ生放送を運営しているドワンゴっていう会社があるんですけど、そこの川上会長が今回のプレゼンを見ていて、コメントを寄せてくれたそうです。コメントを読みますね。


  「今のドワンゴ社員全員クビだ。すぐ彼女たちにうちに入社してほしい」


  就職活動とかあまり考えなくて、いざとなったらドワンゴに入ればいい。大学に飽きたりとかしたら。そんな感じで楽しい大学4年間を過ごしていただければって。「全員クビ」ですからね。川上さんがそういうふうに言いたくなる気持ちもちょっと分かりました。


  マエキタ：感激したってことだよ。（デザセンでは）茂木健一郎さんがプレゼン終わった瞬間に立ち上がって、「ブラボー」って。審査も何もあったもんじゃないって感じで。採点しようと思っているのに。


  津田：その姿が目に浮かぶような感じですね。ということで、3人にプレゼンをしてもらったわけですけど、もう少しプレゼンの中身が出来上がるプロセスが気になるところなので、「選挙チャンネル」のプレゼンが出来上がるまでについて、ちょっと聞いていきたいと思います。


  最初に根本的な疑問として、なぜ「選挙」というテーマを選んだのか。作っていくうちに、最初から選挙でやるつもりだったのかとか、生まれたきっかけを教えてもらえますか？


  島田：東日本大震災があった後に、テレビで国会の映像が流れていても、日本の国民全体は「もっと復興のために」って望んでいるはずなのに、自分たちの足の引っ張り合いばっかりしていた。「国の代表がこれでいいのかな？」って思っていた。で、それを・・・何だっけ。ちょっと待って・・・。


  津田：いや大丈夫ですよ、ゆっくりでいいですよ。落ち着いて。


  島田：緊張する。


  津田：大丈夫です、大丈夫です。


  与良：すごく通じているよ。うん、大丈夫。


  島田：でも、そういう国会議員を選んだのは国民じゃないですか。


  津田：そうですよね。選んだほうも責任があるっていうね。


  島田：選挙の時に、候補者のことを理解してちゃんと選べていたのかなと思って。


  津田：たまたま親戚の付き合いみたいな知り合いから「この人（に投票を）お願いしてよ」とか、昔からの同級生から突然の電話がかかってきて、「この人に（一票を）入れてね」みたいな。そういう、あまり考えずに（票を）入れていた国民の方に、政治家・政治腐敗なんて言われているけれども、その原因があるのではないか、という問題意識があった、と。


  島田：そういうふうに考えていて、候補者側もちゃんと（主張を）伝えられていたのかなっていうのも思っていて、だったら、お互いにちゃんと理解できるように、理解できるし伝えられるような選挙運動に変えたら良いんじゃないかと思って、この提案をしました。


  津田：なるほどね。


  マエキタ：すごく素直だよね。


  与良：3人でそんな話にだんだんとなっていったの？


  川添・島田・田中：はい。


  ■新聞・テレビが有権者を批判できない理由


  津田：当然、みなさんには選挙権はまだないけど、選挙は始まると身近にあるわけじゃないですか。特に、選挙カーで候補者の名前を連呼して、「うるせえな」とか思いながら聞いていると思うんですけれど、選挙カーとか選挙の街頭演説を見ていて、距離を感じたり、「身近にできないのかな」って思っていたりはありますか？


  田中：距離は感じますね。街頭演説もうるさいだけだし、本当にに何言っていんだろうっていうふうに思うこともあります。あとポスターも、何かを伝えるためのポスターなんじゃないかなあって思うんですけど、名前と顔の派手なポスターで、国民にちゃんと伝えられているのかなとか、そういうことを思いますね。


  津田：その意味で、本当に政治家や政治というものを身近にするときには、そういう伝え方とか、それを伝えるメディア、新聞、・テレビとかもそうなんでしょうけど、そういうものが、どうも自分たちにやっぱりしっくりこなかったので、自分たちが「本当に見たいものはこういうことだ」ってものを作ろう、と。


  川添・島田・田中：はい。


  与良：津田さんがさっき言って、痛いとこ突かれたなっていうのは本当にそういうことでもあって、もう一つ痛いところを突いているなと思うのは、どういう議論の流れになったのか分からないけれども、あなたたちが「有権者たちにも責任があるんじゃないか」っていうことを言ったことっていうのが、痛いところを突いてくれるなと僕は思うのね。実を言うと、私たち・・・。（女子高生がメモを取っている姿を見て）メモを取っていて偉いね。


  こういうところだから告白しちゃうんだけど、私たちマスメディア、新聞・テレビが有権者の悪口って言うことは、ほとんどないの。


  マエキタ：（選ぶ側の）責任っていうことも？


  与良：「有権者の責任」って言うこともないの。いつも「有権者は正しい」みたいなことなの。政治家も同じなんだけれども、「民意が」っていうふうな形で、有権者に「この選挙の結果はおかしいよ」とか「こんなのふうな選び方で、（政治家）を選んだのは、あなたたち選んだほう（有権者）が悪いんですよ」なんて、とても言えないの。


  はっきり言っちゃおうか。政治家が有権者をお客さんだと（考えていることと）同じように、マスメディアにとっても（有権者は）お客さんだって気持ちはどこかにあるのね。だから、政治家の批判はするけれども、でも「本当は（政治家を）選んだのは有権者じゃないか」っていうようなことは、それぞれの記者はみんな考えてはいるんだけれども、それについて「選んだあなたたちが悪いんじゃないか」なんて、なかなかはっきりと言えないわけですよ。


  津田：与良さん、いつも僕思うんですけど、今の新聞とかテレビの中にいて記者をやられているって方って、みんなそういう問題意識を持っているんですよね。持っているのに、組織としての完成系は、なぜ、ああいうふうになってしまうんですか？


  与良：一方で僕も、去年一昨年くらいに、自分の名前で責任を持って書いているコラムなんかでは、同じようなことを書いたことがあるの。あなたたちが考えたようなことと同じようなことを考えて、僕は去年1年間震災の報道をずっとやっていて、あなたたたちと同じように「一体この国会議員は何をやっているんだろう」って思ったのよ。本当に手持ち無沙汰しているような国会議員もたくさんいるしね。


  「この人たち何やっているんだろう」と思う一方で、「選んだのは私たち（有権者）だよね」っていうふうなことを感じて、僕も「有権者の責任でもあるかもしれない」と一言書くと、必ず、「お前に言われる筋合いはない」「政治を悪くしているのはマスコミの責任だ」と。それは本当に重々感じる面もある。自分たちが言えないというのもあるし、こういう報道をしている我々にも基本的に大きな責任がある。テレビで日々、政治についてコメントしている僕にもすごい責任があるなと僕自身も思うのね。人から言われる前に。言えば、また「お前たちマスコミなんかに言われる筋合いはない」みたいな話なっちゃて、それがなかなか発展していかないのよ。


  みんな、そういうような同じような問題意識を持っていながら、そこで終っちゃって（議論に）発展していかない。だから、そこに見事に切り込んでくれたなっていう感じがしてね。おみそれしました。ありがとうございました。


  津田：ははは（笑）。ちょっと辛気くさい話になってしまいました。


  マエキタ：みんな気が引けているっていうか、「悪い」っていうのは感じているんだよ。だから、そこに訴えたわけですよ。さらに、「足引っ張り合って、悪口ばっかり言ってどうなの？」っていうナレーションがあったけれど、やっぱりメディアもちゃんと批判しているんですよね。だから、「メディアも、有権者も、政治家も、それぞれ足りていないところがあったよね」みたいなことをやさしく言っていて、大人だなって感じた。


  津田：多分、与良さんも就職活動をして毎日新聞に入ったときは、もう本当に、3人のような純粋な・・・。


  与良：いまでも僕は純粋だと思いますよ（笑）。


  津田：でも、現実とかを、いろいろ知るわけですよね。


  マエキタ：純粋っていうか、大人だと思う。現実、この3人は、いろんな大人を触発して、「高校生」とか「大人」じゃなくて、その3人の健全な思想が、大人に健全な影響を与えて、すでに良い効果をすでに生んでいると思いました。


  ■メンバー結成のきっかけとは


  津田：この3人のメンバーで行こうっていうふうに決まったきっかけは何だったんですか？


  川添：それはですね、最初、私と田中みづき2人が、「誰にしようか？」という話をこそこそやっていて・・・。


  津田：もともと2人は仲が良くて？


  川添：うーん、仲が良くって。


  田中：うん・・・えっ？


  津田：ちょっと、いま温度差が（笑）。


  マエキタ：それで？（笑）


  川添：仲良かったんで、一緒にやろうって話になった。それで、私と田中みづきは・・・。田中みづきは今日、ちょっと畏縮している気がしますけど・・・。


  津田：畏縮というか、緊張しているんですよね。


  田中：はい、すみません。


  川添：2人とも「うわー」って猪突猛進するタイプだったので、1人核となる、ブレーンとなる人物を入れようって思ったとき・・・。


  津田：ちょっとキャラが違う、川添さんと田中さんよりも、しっかりしている子を入れなきゃいけないだろうと・・・。


  与良：ははは（笑）。


  津田：策士ですね（笑）。


  マエキタ：で、（島田さんを）抜擢したんだ。


  川添：お願いしました（笑）。


  マエキタ：（田中）みづきちゃんは、学園祭の実行委員長もやったんだよね。


  田中：はい。


  マエキタ：だから、そういう存在。


  津田：そうか、じゃあ（田中さんが）リーダー的に動いている、と。その中に、すごく信頼できる、データを分析する島田さんが入ることで・・・。


  マエキタ：なるほど。良いバランスになっているんだね（笑）。


  与良：これをやる前に、3人のクラスとかで、政治とか選挙の話をする機会ってあったの？


  島田：いえ、ほとんどなかったです。


  田中：そう？


  島田：え？ウソ？


  津田：メンバーが先に決まったの？テーマが先に決まったの？


  川添・島田・田中：メンバーが先に決まりました。


  津田：メンバーが先に決まって、そこから選挙っていう話に？


  川添・島田・田中：はい。


  マエキタ：すごいねえ。佐賀って、（福島第1）原発（事故）があってから、最初に再稼動って言って、海江田（万里・元経産相）さんが、佐賀の古川（康）知事に、頼みに行くとか。そういうやり取りは、佐賀ではどういうふうに報道されて、それを見ていたの？


  川添：見ていないです。


  マエキタ：あの時に、東京では『（九州電力）やらせメール』事件が大問題になっていた。その新聞を持って、私が佐賀に行った時に、「えっ、こんなに報道されているの」って、大人たちはみんな言っていたの。すごく印象的だったのは、「やらせってこんなにいけないことだったんだ」って大人たちが言っていて、びっくりしたんですけど。


  津田：もちろん地元ではあるわけで、あの玄海原発が話題になっているときって、学校ではそういう話は出ることはありましたか？


  川添・島田・田中：そういう話はまったくなかった・・・。


  田中：大人がしなくて・・・。


  津田：むしろ大人が（話を）しない、と。


  田中：はい、テレビもあまり報道を・・・。私が見てないだけかもしれないですけれど。


  津田：地元でもそんなに報道されるわけではなかった、と。


  田中：はい。


  マエキタ：じゃあ、そういう再稼動のこととか、やらせのこととかがあって


  「これ」っていうわけじゃなくって、なんとなく3.11（東日本大震災）の原発事故から、テレビを見ていて「選挙チャンネル」になったんだ。


  ■バレンタイン・デーに配られた"お菓子"


  津田：なるほど。せっかく、こうやって集まって特別な番組をやっているので、普段は聞けないことを聞きたいと思うんですけど。例えば、川添さんから見て「島田さんはどうだ」とか「田中さんはどうだ」とか、3人のそれぞれ思っている、ほかの2人への印象を一言ずついただいても良いですか？川添さんから見て、島田さんはどういう子かな？


  川添：島田ですか？果穂ちゃんは、いつも私を注意するんです。こういうデザセンの話し合いのときとかでも。私、鼻炎なんですよ。よく鼻水を（ティッシュで）拭いたのを置いていたりしたら、「捨てりーよ」みたいなことを注意してくれるんですよね。


  マエキタ：あはは（笑）。


  与良：もう一回言って。「すて〜」？


  川添：「捨てりーよ」って、えっ、これ方言ですかね。


  津田：方言ですね。


  川添：これ、「捨てなさい」って言う意味です。


  島田：机の上とか床とかに、そのままポンって置いてあるから（笑）。


  津田：野生児ですね（笑）。


  島田：ちゃんとゴミ箱に入れてほしい。


  川添：（島田さんは）私をちゃんと叱って、導いてくれるんですよ。そういう話し合いの時とかでも、しっかりしていて、ちゃんと冷静に見ているんですよ。田中みづきちゃんは、いつも私と（島田）花穂タンの間に入って、「デザセンの話し合いをやるぞ」ってスタートをやってくれます。


  津田：じゃあちょっと、田中さんに聞こうかな。田中さんから見た川添さんは？


  田中：川添さんは、ぶっ飛んでいるんですよ。


  津田：ははは。なんとなく分かります（笑）。


  田中：見て分かると思うんですけど、ぶっ飛んでいて、でも、一番アイディアマンで、いろんなアイディアを出してくれるのは心強い。まあ、ぶっ飛んでいるんですけど。それを綺麗にまとめて、「じゃあ、これはこうしたら？」って言ってくれるのが、やっぱり"ブレーン島田"で、2人はいなくちゃいけない存在だなって、ずっと考えています。


  津田：ちょっと小耳に挟んだんですけど、「川添さんのクッキーがすごい」っていうエピソードを教えてもらっても良いですか。


  川添：バレンタインのですか？


  津田：何ですか、それは？


  川添：（有田工業高校）デザイン科はみんな仲良いので、バレンタインは、お菓子を持ってきて配るんですね。


  津田：同性同士で、女の子同士でも。


  川添：そうです。友チョコみないな。先生とかにも。それで、チョコレート味のクッキーを作りたくて、作った後にちょっとひらめいたので、"ウンコの形"のクッキーを作りました。


  マエキタ：あはは（笑）。


  与良：そういう話か（笑）。


  ■津田さんも唖然"放送事故レベル"の形をしたクッキー


  （クッキーの写真がスライドされる）


  津田：カワイイっていうレベルじゃ・・・。


  マエキタ：すごい（コメントの）書き込み。


  津田：しかもこれ、右の方の黄色いやつは、どう見ても消化できなかったトウモロコシですよね（笑）。


  マエキタ：何も、そこまで言わなくとも（笑）。


  津田：これ、ちょっと放送事故ですよ。


  川添：（2枚目のスライド写真を見て）あ、これ2日目に作ったやつ。


  津田：ああ、もうちょっと柔らかめになっちゃった感じ（笑）。


  マエキタ：こっちの方がリアル（笑）。うわぁ。


  津田：これ、ちょっとヤバいでしょう。


  マエキタ：なんか、すごく長い時間出していた・・・。


  津田：手前のほうの緑色のは、明らかにピーマンですしね（笑）。


  与良：みんな食べたの？


  川添：みんな「おいしい」って言ってくれました。


  マエキタ：「おいしい」って（笑）。すごい学校だね。クリエイティブだね。既成概念の突破だもんね。


  与良：こだわったって別に良いけどさあ、もう次の話題に行ったほうがいいかも知れない（笑）。


  マエキタ：（コメントから）ほら、「佐賀スゲー」って。


  津田：佐賀がすごいんじゃなくって、川添さんがすごいんじゃないかなっていう気がしますけどね。


  マエキタ：（コメントから）「（ニコニコ）超会議で出すべき」って書いてありますよ。


  津田：超会議もどんどんレギュラー化していくんだったら、彼女たちのプレゼンとかも見てみたいですけどね。


  マエキタ：（超会議で）クッキーを売るんですよ。


  津田：あ、クッキーをね。大人気でしょ。これ多分、すぐ売り切れる気がしますけど。


  マエキタ：なるほど。


  津田：そうやって進んでいったら、有田焼に続く名物とかになったら面白いですけどね。


  与良：それは言い過ぎだね（苦笑）。


  ■「本当に日本を変えたいな」


  津田：プレゼンに話を戻すと。3人でそうやって良いチームワークが出来て


  ・・・。あ、ごめんなさい。島田さんにちょっと2人の印象を聞きたいので。


  島田：2人ともすごく元気で、私が自分から前に出て行くような性格ではないので、すごく引っ張っていってくれるので頼りになる。特に、みづきちゃんは、すごくしっかりしていて、私も、いっぱい頼ります。


  田中：引っ張ってきました（笑）。


  津田：どっちも引っ張ってくれるけど、頼りになるのは田中さんの方であるっていう。川添さんの方は、どっちかって言うと引っかき回すみたいな？


  島田：でも、緊張している時とか、こころを見たらすごく元気が出ます。


  津田：さっきも、そうやってフォローしてくれたしね。


  島田：ちょっと落ち込んでいても、こころを見たら本当に元気になります。


  津田：お伺いしたいんですけど、落ち込んでいたっていうと、多分、作っていく中で、今のこういう上手いキレイな形での完成に至るまでには、相当、苦労もあったと思うんですけど、どこが一番大変でしたか？


  田中：「選挙」と「テレビ」っていう2つの強敵を相手にプレゼンを作った。政治のことも良く分からないし、テレビのことも良く分からない。でも、企画書を出した時は、そんなふうに思っていなくて、「公職選挙法」とか調べたら難しかったですし、そこが一番大変でした。


  マエキタ：すごく偉いよね。ちょっと説明すると、（デザセンの選考が）2段階になっているんですよ。最初に、3枚の画用紙みたいなものでプレゼンをする第1次審査があって、（審査を）通った人たちだけが（本格的な）プレゼンをすることができるんだけど、その間でどう発展するかっていう、伸びしろも含めた審査になる。その間にも勉強したんだね。


  津田：1次審査、2次審査、決勝大会を進んでいく中で、「これ結構いけるんじゃないか」とか、「もっとこれ調べなきゃ」みたいな気持ちの変化とかってありましたか？


  田中：気持ちの変化・・・。


  川添：気持ちの変化ですか？最初はやっぱり、「優勝するぞ、オー」みたいな。去年の先輩たちが優勝していたから、「優勝するぞ」って思っていたんですけど、1次審査を突破して、2次審査も突破して、あと最終（審査）ってなった時に、自分らでも「あ、これちょっとクオリティ高いんじゃないかな」って思ってきたんですよ。


  津田：ははは。そうなんですか（笑）。


  川添：「こういう番組欲しいよね」って、自分たちも思ってきて、これは、優勝したら世に広まるので、もしかしたら実現もできるんじゃないかなって思って、「実現したいね」っていう気持ちに変わっていきました。


  津田：なるほどね。島田さんとかいかがでした？多分、一番大変な作業だったと思いますけど。


  島田：（川添さんの意見と）一緒で、最初の企画書とか2次審査のときは、


  「これやったら面白いね」ってぐらいの気持ちだったんですけど、作っていくうちに、本当に「実現したい」って思えるようになっていて。私たちは（選挙に）立候補できないけど、「本当に日本を変えたいな」って思うようになりました。


  マエキタ：すごーい。変えられるよ。というか変えているし。


  津田：変えていますよね。


  田中：私、（回答が）3番目だ・・・。はい、2人と同じです（笑）。


  津田：はい、シンプルなコメントですね。


  与良：田中さんが言った「テレビが強敵だ」とか「公職選挙法が強敵だ」っていうのは、やっているうちに「実現しなくちゃいけない」と思うと、法律を調べたり、テレビの仕組みを見たり。テレビも「放送法」という法律を、あなたたちもきっと調べたんだと思うんだよね。それで、「まったく夢物語じゃいけない」と思い始めたっていうことなんだよね。そうすると、公職選挙法を調べていくと、「こんなのバカバカしい法律だ」と思ったでしょう？


  川添・島田・田中：はい（笑）。


  与良：たくさん（条文があって）分厚い法律なんだけど、なんてバカバカしい法律だと思ったでしょう。


  川添・島田・田中：はい。


  与良：それを高校生が調べて、バカバカしいと思ったってことは、大進歩だと僕は思うけどね。（公職選挙法について）僕も本当にいつもバカバカしいと思っているし、政治家もみんなバカバカしいと思っている法律なのよ。


  ■女子高生を優勝に導いた先生の"指導法"とは


  津田：今日スタジオにもいらっしゃっていますけど、吉永先生の指導っていうのは、3人から見ていかがだったのか？ちょっと答えづらいかもしれないけど、田中さんから聞きましょうか？


  田中：はい。吉永先生は、私たちの意見をよく尊重してくれて、無理な話をしても、できる方向にちゃんと導いてくれました。


  津田：例えば、どんな無理な話をしたんですか？


  田中：もともと私たちが「選挙チャンネル」っをしたいっていうのにも、「すごく難しいことだよ」って言われていていたんですけど。でも、「どうしてもしたいから」って話をしたら、「実現させるためには、こういう壁を乗り越えなきゃいけない」って。


  津田：「課題」を出してくれたってことですね。


  田中：そうです。そういう「課題」を出してくれたことは、すごく良いプレゼンに繋がったんじゃないかなって。


  津田：おお、ちょっといいコメントじゃないですか。じゃあ、島田さんいかがですか？


  島田：自分たちで話し合っていて、「もう、どうしようもない」って困ったときに、先生に聞いたら絶対、解決へのヒントを出してくれるんですよ。


  津田：（先生は）「こうしろ」っていうふうには言わないの？


  島田：言わないんです。そういうところが、頼りになるなと思います。


  津田：川添さんは？


  川添：2人が吉永先生のすごいところを言ってくれたので。吉永先生は、私たちの「やる気」を出す力を持っています。夜中までずっと学校に残って（準備を）していたので、結構ぐったりしてくるんですよ。そのときに、絶対、コンビニに行って、からあげ棒とか・・・。


  マエキタ：あはは（笑）。


  津田：スイーツじゃなくて、からあげ棒なんだ（笑）。


  川添：からあげ棒大好き（笑）。で、からあげ棒とかジュースとか買って、いいタイミングで「ほら、食べな」って差し入れてくれるんですよ。それがすごいと思います。


  津田：美しい師弟愛ですね。だって先生だって帰宅できないわけでしょ。


  マエキタ：夜中の2時に全員を家に送り届けて、親に「すいません。すいません」って言って、その親の了解を取るのがすごく大変っていう。「怪しいことしていんじゃないか」っていうのを「違うんです」って。そういう熱血先生がいるということもすごいよね。


  津田：ちょっと吉永先生にも話を聞きたいんですけど、カメラ向けてもらっていいですか？吉永先生、どうもこんにちは。


  吉永先生（以下、吉永）：こんにちは。


  津田：今3人からベタ褒めでしたけど、先生はどういうところに気を付けていましたか？


  吉永：こんなに褒めてもらうと、ちょっと照れるんですけど。（3人の話を）聞いていただいて分かると思うんですけど、3人3様で、ものすごい個性の強い子たちなので、やっぱりその連中が言っていることを基本的に潰さずに、どうしたら提案まで持ってけるようにできるかっていうのを考えてあげるのが僕たちの仕事かなと思って。今回は特に、本当に個性が強い3人だったんで。


  津田：はい、もう十分伝わっています。


  吉永：だから、無茶なことは言ったかもしれないですけど、逆に、この子達が無茶なこと言っているけども、やっぱり言っていること自体はドキッとするようなことを言うので、与良さんにも言っていただきましたけど、ある程度裏を取ることで、現実的な提案にできるはずだよって。ちょっと餌付けもしながら。


  この子たちは、頑張るポテンシャルっていうのが、ものすごく高いので、「やれ」って言ったらやるだけやりますから。そういうのは、ある程度信じながらやれますし、とにかく後ろからちょっと押してやるとか、何か困ったら「この辺にこういうのがあるけど」みたいな話をしてあげるだけで、この子達は十分進んでいけるので、そういう意味では安心して見てはあげられる。から揚げだけ買ってくれば。


  津田：ちなみに吉永先生はご結婚とかは？


  吉永：すいません。だから家には本当に申し訳ない。


  津田：大丈夫ですか？奥さんとかは・・・。


  吉永：多分、怒っているんじゃないかなと思います。「また偉そうなこと言いやがって」って。


  津田：でも、それも最後にこうやって結果が出て優勝っていうのも付いてきていますからね。


  吉永：そうですね。ありがとうございます。


  津田：美しき師弟愛ですね。


  マエキタ：じゃあ、先生は「こうしろ」って言わないで、どういうふうに「こういうのもあるんじゃないの？」と教えてくれるの？


  川添：そんなに直接に言ってこない。「こんなのどう？」とかも言ってこなくて。


  マエキタ：じゃあ、ほとんど自分たちでやって、（先生は）から揚げだけ買ってきてくれている感じ？


  川添：いえ、作っているの見て、「へぇ。でもここってこうだね」みたいな感じで言って、私たちが「え、今のどういう意味？」みたいな感じで話して、


  「もしかして、こうしたらいいんじゃないかな」とか「こういう穴があったんじゃいかな？」って話になります。


  マエキタ：ほとんど感想を言うぐらいの感じなんだ。


  川添：はい。


  津田：コメントだと、「今こういう教師が存在していること自体が奇跡だ」とかベタ褒めですよ。


  吉永：ありがとうございます。


  与良：もちろん先生も、それこそ選挙の仕組みであるとか、テレビの仕組みであるとか、同時進行で勉強されたんでしょ？


  吉永：全然詳しくないですから、資料を選んで3人に与えて、一緒に回し読むっていう感じでしたよね。


  津田：（コメントを見て）「からあげ先生」って。


  与良：定着しそうやな（笑）。


  ■「お金の問題で政治家になるチャンスを逃すのはもったいない」


  津田：ということで、こうやって本当に良いプロセス、3人の個性溢れるチームワークと、先生の良い指導のもと、優勝まで導かれたわけですけど。ちょっとここで、プレゼンの中身についても検討したいなと思います。「選挙チャンネル」（の企画）ができるまで、いろいろあったプレゼンについて、改めて


  「選挙チャンネル」の中身・コンテンツを振り返ってみようと思うんですけれども。


  （フリップを取り出して）こちらが、「選挙チャンネル」のプレゼンに出てきた主な番組。国民からの突然の質問を、候補者に答えてもらう「お悩み相談なう」。そして、立候補者の普段を伝える「突撃！となりの立候補者」。そして「プレゼンステーション」というですね。もう1つ（フリップが）ありますね。紹介の時間短かったんですけど、「候補者ファンド」「追っかけマニフェスト」「あの候補者は今」（笑）。


  与良：哀愁だな（笑）。


  津田：最後に「NEWS選挙」ということですね。この合計7つの番組がプレゼンで紹介されたんですけれども、これ以外でボツになった番組ってあるんですかね。


  田中：ボツになった番組は実はなくて、ボツになりそうな番組を、どうにかして実現できる方向に進めていったのが、今出ている（7つの）番組なんです。ボツになったのはないですね。


  与良：例えば「追っかけマニフェスト」っていうのは、どういう内容なの？


  田中：立候補したときって、誰でもいいこと言うじゃないですか。「僕はああします。こうします。こう変えます」って言うけど、でも政治家になった途端、まったく何もしていなくて、「あんなふうに言っていたのはどうなったの？」っていうのが多い気がして、「今その実現に向けて何をやっているの？」っていうのを、追いかける番組です。


  マエキタ：なるほど。


  津田：「あの候補者は今」っていうのを知りたいんですが、どういう企画、意図で？


  島田花穂さん（以下、島田）：選挙の時に落選した人ってあんまり注目されなくなっちゃうじゃないですか。当選した人ばっかり注目されて。でも落選した候補者も、それはそれで、落選後で大変なことがいっぱいあるって。


  与良：大変だよ、落選したら。


  島田：実際に、国会議員の福岡たかまろさんに話を聞きに行ったときに、「選挙に落ちたは結構大変だ」っていうのを伺って、そういうところを追いかける番組があってもいいんじゃないかなと思った。


  津田：「候補者ファンド」は？これも気にかかる。


  田中：これも議員さんに取材して初めて分かったことなんですけど、立候補するってすごくお金がかかるらしいんですよ。


  マエキタ：300万の供託金ね。


  津田：票が集まれば返ってくるんだけど。


  マエキタ：（供託金が）そんなに高いのは日本だけなんだよ。


  川添：へぇ。


  田中・島田：調べたやん。


  与良：供託金だけじゃなくて、「もっともっとかかる」ってみんな言うよね。


  マエキタ：広告とかかかるけどね。


  田中：お金がかかるから、「政治家になりたい」「立候補したい」という若い人でも、お金がないから立候補できないとか。若い人じゃなくても、すごく志がある人でも、お金の問題だけで政治家になるチャンスを逃しているのはすごくもったいないなって思った。ファンドって今いろんなところでやっているじゃないですか。


  マエキタ：映画とかね。


  田中：はい。だから、そういうのを政治に活かせるんじゃないかなと思って作りました。


  津田：「この人を応援したいから、この人だったら3万円払う」っていう人を100人集めれば、供託金は、とりあえずできますもんね。


  マエキタ：そうそう。受かったら返せばいいっていう面もあるしね。


  津田：また、ファンドであれば、その政治家がどんどん成長していったら、例えばそれが投資みたいになって戻ってくるみたいな仕組みも面白いかもしれない。


  ちなみに、この7つの番組があって、一番企画を通した数が多いのは誰になります？


  川添・島田・田中：え〜!？


  津田：最初の思いつきは誰ってあります？


  川添：でも、その「選挙チャンネル」のネーミングを通した率は私が一番多い。「『なう』を使おう」とか。名前・ネーミングは私が・・・。


  津田：「ネーミングセンスは私が」。センスがあると言っても、結構パクリの（笑）。「となりの〜」とか、そのまんまですもんね。


  与良：逆に、それが分かりやすくなっているところはあるでしょ。ネーミングから、こういうものをやろうとしているんだろうなって分かる。


  津田：なるほどね。


  島田：「誰かがこの番組を提案した」っていうのじゃなくて、3人で話していて、「政治家のこういうところ知りたいよね」っていうのが出てきて、「じゃあ、それを伝えられる番組を作ろう」って出来たものばっかりなので、誰かがこの案を持ってきたっていうのはあんまりないです。


  マエキタ：なるほど。さすがチーム力。


  ■「選挙チャンネル」を実現させるためには


  津田：与良さんにお伺いしたいんですけど、ここに7つの番組があって、既存のメディアで実現するとなると、「どれが可能性ある」とか「これだと難しそうだな」みたいなものがあったら。


  与良：僕、本当によく練れていると思ったのは、さっきからの先生からも含めて、公職選挙法とか調べたって言うじゃない。公職選挙法って「何やっちゃいけない」って、そういうことが何万と書いてある。例えば、選挙カーの人数制限だとか、インターネットを使っちゃいけないとか。事実上まだ改憲されていないわけですよ。


  最近は公開討論会もできないような仕組みになっている。だから、多分3人は分かっていると思うけど、選挙運動はそういう意味で、ものすごく縛りがあるわけだよね。ところが、日ごろの政治活動は、あまり縛りがないんだよね。実を言うと、こんなことを区分けしている国って日本だけなんだよ。


  津田：ネットでは、候補者が（投票日の）2週間前から言えないなんておかしいですよね


  与良：要するに、選挙が公示されて投票日までの期間だけは、選挙期間って言って、その間は本当に何にもできない。これもあなたたちが言っていた通り、結局、バカバカしく名前を連呼するしかないんだよ。「何とかでございまーす」って言って、この人がどういう人なのかさっぱり分からない。せいぜい握手するか、（名前を）言うしかなくて、政策もへったくれもない。「この人がどうだ」ってことを何も分からないような状況に、今の日本の公職選挙法はなっている。


  逆に、選挙期間以外は、比較的自由にできる。だから、（選挙チャンネルは）実はやろうと思ったらできるんじゃないかなというふうに、僕は思っています。


  津田：ただ、現実的な壁としては公職選挙法がある、と。


  与良：選挙期間に入っちゃうと、その縛りを受けるから、少し難しいところはある。ものすごく現実的に言うと、一回一回、総務省と相談すりゃいいんだよ。「これできますか？」「これできませんか？」と。「これやった時には訴えますか？」とか「摘発されますか？」とかってやる必要があるんだけれども、僕の感じで言うと、実はほとんどできます。


  マエキタ：おお。


  与良：やろうと思えば、やる気になれば、と思いました。


  津田：本当に根が深い問題で、インターネットが普及し始めたのが、だいたい95年とかぐらいで、民主党は90年代の後半、97年ぐらいには「もうこういったインターネット選挙とかをすぐ解禁しましょう」って言って、法案もずっと出しているんですよね。ずっと出していて、それがもう否決されて通ってこなくて。


  それで2009年についに政権交代が起きて、マニフェストにも掲げていましたから、「これでようやく解禁だ」と思ったら、政権を取ったら「いや、やっぱり、ちょっとあれはなしで」みたいな感じでなってきて。


  結局、この問題の難しいのは、世代間対立というか、要するにネットとかあんまり使えない、ちょっと高齢者の方の議員の人が「ネットを解禁すると、ネットを使える方が有利になるんじゃないか」とかね。あとは、「政権を取ったら、野党に有利に働くんじゃないか」みたいなのがあって、（民主党は）政権取ったら突然、それまで「解禁しましょう」って言っていたのが、「いやいや、それなしで」みたいに言って、未だに通っていないっていうね。


  与良：津田さんが言っているように本質でね。さっき「落選議員は今」って、なかなか哀愁の企画で俺は面白いと思うけど、要するに公職選挙法というか、政治の仕組みというのは、どうしても現職の人たちが有利になるって分かるじゃない。あの人たちがだって法律作っていんだから、どうしても自分たちが有利になるように、という。


  今のインターネット（の話）もそうで。インターネットは、（選挙運動に）お金かけないで済む一番良いツールなわけだよね。あなたたちは、テレビ局っていうのをやっているわけだけど、ツールとしてはインターネットテレビでもいいわけだ。


  インターネット選挙ってなぜできないかは、要するにインターネットじゃなくて、「文書図画（とが）」という言葉を公職選挙法に書いてあるんだけど。インターネットは、図画にあたるわけね。要するに、むやみに選挙中に配布しちゃいけない、と。配布という感覚もおかしいけれども、当時公職選挙法ってできたときにインターネットのイの字もないから、そういうものにあたるだろうというふうなぐらいな解釈なわけ。


  津田：一応なんか歴史を紐解くと、1950年代、1960年代の頃は、印刷にお金がかかった。そうすると、お金持ちが立候補をすると、そういうのをいっぱい刷って、ばら撒いている人が宣伝になるから。


  与良：あと、もう1つは、むやみやたらと選挙運動を何やってもいいよっていうふうにしちゃうと、組織力が強い人、あるいは組織力が強い政党の方が、圧倒的に強くなるだろうって、みんなが思っちゃったもんだから、どんどん規制するようになっちゃったんだよね。


  インターネットで言うと、津田さんが言う通りに、かつては、年寄りの議員さんたちが「インターネットって、さっぱり分からない」というのがあったんだけど、「インターネットを解禁して、若い人たちがどんどん政治に関心を持っても、自分には得ならない」と思っている議員がたくさんいるということだと僕は思う。


  川添：何でですか？


  与良：「お年寄り相手にしていた方が、自分は当選できる」と思っていて、


  「若い人がなまじ政治なんかに関心を持って、投票にどんどん来られると、俺は落ちちゃう」と思っている議員がたくさんいるんだよ。


  マエキタ：つまり、若い人たちが恐いということですか？


  与良：「（若い人たちが）なまじ政治に関心なんか持たない方が、自分たちには良い」と思っている人が、すべてとは言わないけど何人もいるんですよ。


  津田：今の日本はどんどん高齢化しているっていうけど、日本全体の平均年齢がどれくらいか、3人はご存知ですか？


  川添・島田・田中：うーん、わからないです


  津田：50歳超えているくらいなんですよ。もう50歳を超えていて、しかも20歳からの有権者年齢（平均）っていうのになると、50代後半になっちゃうんですよね。さらに実際に投票所に行く人までなってしまうと、お年寄りしか行かなくなっちゃうから、60歳を超えちゃうんじゃないかっていうデータもある。


  つまり、そこの人たちが一番投票している60歳近辺の人が一番投票して、実際に議員の当選・落選を決めちゃっている。そうすると、（候補者たちは）その人たちに有利な政策を発表しないとダメで、だから若者が消し去られてしまう事情があるんですよね。


  与良：だから、結果的に、若い人たちが選挙に行かない。実際そうなんだよ。この間の衆院選は、60代70代の人の投票率と20代の投票率というのは、60代70代が60〜70%だとすると、20代は20%くらい低い。その差は、実を言うと、どんどん開いてきているの。


  津田：でも、今コメントでもあるんですけど、選挙権は、国によってバラバラなんですけど、もちろん18歳からの国もある。日本でもやっぱり18歳になったら、投票に行きたい？


  女子高生一同：行きたいです。


  津田：それはやっぱり行きたい、と。


  田中：いま、選挙運動のポスターを学校で描いたりとかいろいろやっているじゃないですか。若者の投票率を上げるための活動を国会がしているのに、何でそれを・・・。行動が矛盾しているなって思うんですけど・・・。


  与良：いいところを突いている。まったくその通りなんだよ。


  マエキタ：騙しているようなものって言うか。うわべでは、投票行こうって言っているんだけど。


  与良：政治家は投票率が高くなるのを望んでいるかというと、必ずしもそうじゃないところあるんだよ。


  津田：でも、やっぱり少しずつは変わって来ている。期日前投票っていう、投票日に行けない人は期日前に行くのが、昔って結構限られていたんですけど、今はもう1週間くらい前で、夜10時くらいまで、いつでも行けるようになっている。あれをやったことによって、子育てしている共働きの人も投票に行きやすくなったとか。


  2009年の政権交代も、いろんな賛否両論あるけれども「子ども手当」を民主党がやったことで、それまで本当に投票所に来なかった若い奥さんとか子連れの人とかが来るようになった。あれは、子育てしている現役世代の保護を厚くしようっていう政策でもあったから、そういうので政治が動いたので、やっぱり若い人たちが投票に行かないと変わらないというのも事実ですね。


  与良：何だかよく分からない「子ども手当」になっちゃったけどね。また児童手当とかって名前に変えるんだよな。もう、名前変えてどうだってあれじゃないけど、当初の理念は、「現役世代・若い人たちを相手にするんだ」っていう。珍しい政策だってことは事実。さっき言ったけど、みんな「投票年齢は18歳の方が良い」って言っていたじゃん。18歳にしようというのは、3、4年前からあるんだよね。


  津田：ありました。


  与良：憲法を改正するための国民投票をどういうふうにしようかっていうような話の流れの中で、一層のこと、「投票年齢は18歳にしましょうよ」という話になったのね。それに伴って今20歳の成人年齢も「18歳にしましょうよ」って。それに関連する法律が300とか400とかあるらしいんだけど、そういうの変えなくちゃいけなくて、「めんどくさい」ってことになって、止まっているんだけど。


  実はあのとき僕もずっと「選挙年齢を下げるのは大賛成だ」って言っていたの。「みんなで投票行こうよ」「若い人が投票行けば世の中変わってくんだ」ってずっと言っていたんだけど、その頃からずっと話しているけど、意外に若い人「いらない、いらない」って人が多いよ。（高校の）クラスで話したりしない？


  田中：多分、いると思うんですけど。選挙に行こうとさせる情報があまりにも今少ないんじゃないかなって思います。


  川添：この3人が「選挙に行きたい」って言うのは、多分、私たちが「選挙チャンネル」っていうのを、デザセンでやったからなんですよ。こうやって選挙に関することに、私たちが調べて、「ここおかしいよね」とか「この政治家さんって本当はこうだったよね」が分かったから、行きたくなったんで。


  津田：やっぱりメディアがね。


  川添：そういう身近に、若い人たちも「ああなるほど」って思えるものが欲しいなと思って、テレビっていう一番近いところの「選挙チャンネル」を考え


  て・・・。


  マエキタ：クラスのお友達とかはどんな感じ？そういう話したりする？「選挙に行きたい？」とかを聞いたことある？


  川添・島田・田中 ないです。


  ■「今は、政治家になろうとは思っていない」


  津田：デザセンで優勝して、友達・クラスメイトの反応はいかがでした？


  川添：すごかった。もう、なんか駅にみんなでお出迎えをして。


  与良：甲子園みたいじゃん。


  川添：そう。特急の電車で帰って駅降りたら、垂れ幕と「優勝おめでとう」の旗を速攻で作って「わああ」って。


  与良：いいな。


  津田：マエキタさん、7つの番組の中で、こういうのあったら見たいなって何か引っかかるものあります？


  マエキタ：それは、「お悩み相談なう」の中のアドリブです。これはすごく大事だと思う。外交問題なんかでは、隣に官僚がいないで答えなきゃいけない、即答しなきゃいけない判断力なんですよね。


  結局政治って、選択だから、一般国民も選択肢があって、選択するっていうことを子どもの時からずっと鍛えていれば、選挙だって楽しい。選ぶには知識が必要だ。やはり選ぶってことにもっと慣れなきゃいけない。じゃあ、選ばなくさせるにはどうさせるかというと、独占して選択肢をなくすと、（国民は）選ぶことに疎くなる。与えられたものしかないから、それで満足するように自分を適応させようとして、そっちの人の方が多いってのが今の悲しい（状況。だから選挙とか政治は、選ぶもんじゃなくて、与えられたものを鵜呑みにするっていうことで今まで来ちゃっているんだと思うわけ。


  川添・島田・田中：あ、はい。


  マエキタ：そうすると、アドリブ力がなくなるから、既成概念の突破っていうアイデアも必要じゃない。だけど、それを鍛えるのに、いきなり質問するっていうのは、すごくいいよね。頭は活性化するし、クリエイティブになるから。


  津田：今回、3人は「選挙チャンネル」を作って、いろいろ勉強していく中ですごく政治にも興味を持ったと思います。まだ18歳の方々にお伺いするのはどうかと思うんですけど、具体的に政治に興味、政治家になろうみたいに思った、あるいは思い始めたってことはありますか？


  川添：政治家になろうですか？それはちょっと、あんまり。政治家になろうと思ってはないです。


  津田：まだ、やっぱり。


  川添：でも、政治のニュースは本当に見るようになりました。


  マエキタ：でも、日本を変えられると思うのは、それは政治ってことだったりもする。今ある政治家って概念がちょっと本来のものから・・・。


  津田：どちらかというと、まさに与良正男さんみたいに伝え方を工夫するメディアの方に興味を持ち始めているってことかな？


  田中：言われてみれば。そうだ、はい。


  ■「みんなが『いいね』っていうものを作りっていきたい」


  津田：みなさん4月から、大学とかいろいろな学校に行って、それぞれの道を歩まれるわけです。今、現時点での、将来の夢みたいなもの、この後の進路のその先ってのはどう考えているのかな？


  川添：私は、確かにマエキタさんの言ったように「政治家っていうのは日本を変える方法の1つ」と思った。今まで私は「政治家じゃないもので日本を変えたいな」と思っていたんですね。「選挙チャンネル」みたいなものを始めとして、みんなが「それいいね」って言うものをもっと作っていきたい。


  津田：例えば、いろんな「それいいね」ってものを集めてきて、政治家にボーンとぶつけていく、みたいなこととかは？


  川添：そうですね。その手もありました。


  津田：田中さんはいかがですか？


  田中：私はデザイン系の学校に進学するんですけど、デザセンに行く前は、もうビジュアル的なポスターなどをしたいなと思っていたんですけど、（デザセンに出場してからは）企画する楽しさを初めて知って・・・。


  津田：それで全国1位になっているわけですよね。


  田中：だから、企画も将来できたらいいなと思っています。


  津田：島田さんは？


  島田：私は大学で、写真とか映像の勉強をするんですけど、その写真も映像も相手に伝えるメディアじゃないですか。だから、そういうちゃんと伝えるっていうことが、デザセンで経験して分かっているので、そういうところをちゃんとできるようになりたいなと思います。


  津田：「川添さんはジャーナリストになりたいのか？」ってコメントがありましたけど。


  川添：それは、ちょっと。


  津田：ちなみに進路はどちらへ？金沢の？


  川添：金沢の美術工芸大学っていう大学の視覚デザイン科です。


  津田：じゃあ、そこでやることは、とりあえず視覚デザインを。


  川添：一応はそうです。


  マエキタ：受賞の後、名刺をもらったら、「タレント」って書かれていた（笑）。


  川添：違いますよ、マルチタレントですよ。


  与良：それは相当違うね（笑）。


  津田：いろんなことをやりたい？


  川添：そう、いろんなことをやりたい。


  津田：じゃあ、人前でしゃべることとかもやりたい？


  川添：それも好きです。


  津田：やっぱり本当に、（ドワンゴの）川上会長に直談判して、早くニコ生で番組持ってもらった方がいいですよ。


  マエキタ：マルチタレントだから。


  ■女子高生に孫が生まれるころには


  津田：話し足りないんですけど、そろそろ番組も終盤に差し掛かってきたので、ここで番組タイトルになっている、実は今日の本題でもある「もし女子高生が総理になったら!?」に因んで、総理になったら何をしてみたいかについて、視聴者からいくつかメッセージがきているので、それを紹介できればと思います。メールが来ているので読みますね。マロさん、女性の方。


  「私が総理だったら、デザセンを必修化したいです」


  ひっけんさん。


  「とにかく、選挙を18歳からにすれば高校で選挙に行くことの重要性がリアルタイムで学べる。大学行かない人は20歳からだと2年間では忘れてしまうんだ」たしかにね。はい、（次は）むらたおむさん。


  「3人に質問です。こうやってプレゼンをしてみて、その後日々の暮らしの中での行動や意識の変化はありましたか？」


  田中さんいかがですか？


  田中：すいません。ちょっとコメントを見ていました。


  津田：じゃあ、島田さんから聞きます。意識の変化とかいかがですか？


  島田：（高校の）授業でもプレゼンの授業があるんですけど、こういう所で、デザセンでプレゼンを1回作っているから、作り方や伝え方などが分かるので、「もっとこうしたら伝わるんじゃないかな」って自分でも思うし、人のプレゼンを見ていても「あ、こここうしたらいいのに」って感じることが、見つかるようになりました。


  津田：素晴らしい。川添さんは？


  川添：ごめんなさい。私もコメントを見ていました。


  津田：この質問やめましょうか。田中さんは？


  田中：コメントを見ていました。


  津田：では、コメント見ていてください。3人に質問です。


  「今から50年先、女子高生のみなさんの孫が生まれるころの日本はどんな未来になっている・なっていたいと思いますか？]


  マエキタ：いい質問ですね。


  川添：とりあえず、私たちの子どもたちは「そろそろ選挙だから『選挙チャンネル』見なきゃ」って。


  津田：50年続く前提なんだ。


  川添：続きます（笑）。


  津田：はい、島田さんは？


  島田：私も一緒で、「選挙チャンネル」が実現していて、若い人も年取っている人も関係なく、もっと小さい子供とかでも、子供は難しいかもしれないけど、少しでも選挙に興味を持ってくれている人たちが増えてくれたらいいなと思います。


  津田：なるほど。田中さんは？


  田中：私も、「明日、選挙だ・・・」じゃなくて、「選挙に行かなきゃ。代表を決めるんだよ」みたいに、お祭りじゃないけど、そういう気持ちを・・・。何て言えばいいんだろう。


  マエキタ：ポジティブになれられるようにね。


  田中：そうです。ポジティブに投票に行ける世の中になっていたらいいなと思います。


  川添：外国は、選挙をフェスティバルって呼ぶところがある。「行きたい！」みたいな。「わーい選挙」ってなっている。すごくいいと思う。


  津田：でも、日本も祭りなんですよね。政治の"政"を"まつりごと"って読みますから。両者って近い。


  川添：そうなんですか？


  津田：そうです。


  マエキタ：今は、そうじゃないよね。


  津田：ただ、この3人はすごく今、ものすごくピュアな形で政治に興味を持っているんだけれども、それがまだ、クラスでそういうモードが共有できているわけじゃないっていうところに・・・。


  与良：話し出すと、（政治の）話はできるじゃんね。やはり、話してみることなんだと思うんだよね。きっかけであればと僕は本当に思う。


  マエキタ：だから大学にそれぞれ行くけど、行った先で、みんなに「政治のことってどう？」「選挙ってどう？」「ポジティブな気持ちになれる？」とかを聞いてみて、周りがどう言ったかを教えてほしいな。それを話し続けることで何か変化があるのか、それともダメなのか、そういう人には何て言葉を繋げていくのかということを。


  与良：お祭りってのは、ムーブメント・動かすこと。誰かが動き出さないと、動かないんだよね。政治の話をするとちょっと恥ずかしいかなとか、変な人だと思われるかなとか、これは別にあなたたちだけじゃなくて、20代30代40代ぐらいまでそうなんだよね。


  主婦の世界もそうだし、「そんな話をすると何か嫌われちゃうんじゃ」と思うんだけど、みんな意見を持っているじゃん。だから、あなたたち一人ひとりがムーブメント、最初の取っ掛かりになるんでね。


  ■もし女子高生が総理になったら


  津田：実は、今日の番組のテーマである「もし総理になったら何をしたいか？」という具体的な提案・提言を3人からいただいています。3人にはフリップに書いてもらいました。じゃあ、みなさん、「せーの」で一斉に出してもらっていいですか？


  じゃあ、「私が総理になったらこうしたい」。「せーの」で出してください。どうぞ。じゃあ、川添さんから聞いていこうかな。


  川添：「学費無償化」にしたいです。


  津田：学費というのはすべての学校？


  川添：大学まで。


  津田：小中高大。これ、なぜですか？


  川添：見ている人からすると「お金はどうするんだ？」とか「北欧もやっているよ」みたいに思われて、「また税金増やすのか」って話になっちゃうのかもしれないんですけど、私は高校生なんで、そこまで頭が回らなかったんで、一旦お金のことは置いておいてほしいんですけど。


  私は、自分の高校をすごく自信を持って「良い高校だ」と言えるんです。日本でも凄い高校だと思うんです。そういう高校、私たちのデザイン科にも進学したい子って結構いるんですよ。「これ以上もっと学びたい」とか「大学・専門に行っていろいろしたい」って子がいるんですけど、お金がないから就職とか、工業高校出てそのまま就職とか、そういう子たちが結構多いんですね。


  私は学びたいって意欲のあるなら、ぜひ（学校）無償化にしてほしいなって思います。本当にちゃんと無償化にした分、国のお金で大学に行かせてもらった分ちゃんと恩返しをするんでお願いしますって。


  津田：ちなみに下の、似顔絵は誰？何を意味しているのか？喜んでいる？学生？


  川添：無償化の「無」の点々を1個多く書いてしまって、それを誤魔化そうと思って。


  津田：なるほど（笑）。手の動きをつけているその1つに入れようみたいな。その割には、手の動きと線の細さが違うので台無しみたいな感じですけどね。面白い。じゃあ、島田さん、お願いします。これは話にも出てきていますけど、選挙権ではなく被選挙権ですね。


  島田：法律を変えなきゃいけないことになっているんですけど、さっき、「高齢者向けの政策ばっかりが出ている」と話に出たじゃないですか。若い人も高齢者も全部まとめて国民だから、全体のことを考えなきゃいけないと思うんですよね。若い人が政治家になれれば、若い人が自分たちにとっての政策も考えられるようになるから、ちゃんとバランスが取れたような政治ができるようになるんじゃないかと思います。


  津田：今、被選挙権って衆議院が25歳で、参議院が30歳。首長が30歳とかかな。具体的には何歳ぐらいまで下げたほうがいいと思います？


  島田：普通に選挙権と同じぐらいにしていいんじゃないかなと。


  津田：20歳もしくは18歳、と。でもそういうのも非現実的でもなくて、例えばニュージーランドって、東日本大震災の直前に大地震のあったんですけど、向こうのカンタベリー大学の学生のリーダーがフェイスブックで、2千人ぐらいのボランティア団体を立ち上げて、瓦礫の処理や泥の処理とかをやったんですね。


  そのリーダーは、今もう市議会のコミッティーボードに入って、本当に意思決定に参加するようになっているんですよね。だから、22歳とか23歳ぐらいで、実質的に議員みたいなことをやっていたりするので、それですごく提案としてもいいと思います。


  そして、田中さん。（フリップを）上げてもらえますか。


  田中：国会議員のお給料を減らします。


  与良：現実的だね（笑）。


  津田：なぜですか？


  田中：汚職とか、国のお金を勝手に高級な食べ物屋で使ったり、いろんな問題になっているのは、お金を持っているからなんじゃと。お給料を貰いすぎているからなのかと思って。いくら貰っているのか、ちょっと汚い話で分からないんですけど、


  津田：調べれば出ていますよ。


  田中：出ていますか。


  津田：ちゃんと法律に書いてある。


  田中：きっと高いんですよね。


  津田：一応、秘書が2人付くんだけど。


  与良：ものすごくたくさん税金から出るのよね。歳費だけじゃなくて、秘書さんのお金とか、さっき選挙の話をしていたけど、選挙にお金かかるって言うけど、実は本当に税金で負担している部分がほとんどなんだよ。それでもなおかつ選挙にお金かかる。かからないようにすればいいじゃんって思うけどね。


  田中：私はまだ払ってないですけど、あれやこれやで国民から税金を取って国を回すよりは、政治家・国会議員がちょっと体を張って、「お金が大変だから俺たちの給料を減らそうよ」ってそういう意気込みがある人が政治家になるべきなんじゃないかなって。


  与良：ようやく、渋々「下げようか」って話になりつつある。


  津田：でも、税金はもう払っているんですよ。消費税。何か買った時には間接税で消費税を払っているんで、あなた方も既に納税者なんですね。お小遣いから、物を買ったら5%を払っているんですね。だから、払った税金の一部が国会議員に。


  与良：だから、言う権利はあるんだよ。


  津田：ただ、敢えて文句ではないですけど、国会議員の給料って、国によっても選挙制度によってもすごく違っている。例えばデンマークとか北欧の一部の国では、ゼロって国もあるんです。


  川添・島田・田中：え？


  津田：「ボランティアで必ずやりなさい」っていう国も。要するに「お金持ちでお金に困ってない人で、志のある人だけがやってください」って国もあるし、逆にそうすると金持ちしかなれないとか。


  逆に、議員ってお金かかるのは事実なんです。選挙だけじゃなくて、ものすごくいろんな政策の調査をするので、自分で私設秘書とか雇うと、その人たちの年収とかを払っていくと、とても2千万じゃ足りないってこともある。むしろ国会議員の給料をもっと潤沢に増やして、政策調査の権限を与えると、汚職とかしなくなるんじゃという考え方もあったりして。


  与良：人数減らしたらいいんじゃないか、とかいろんな方法があるね。


  ■「選挙チャンネルはグッドアイディア」


  与良：これも、現職の本人たちが議論しているから、なかなか進まない話だとは思うんだけどね。本当に泣けてくるんだけど、文句ばっかり言っているんじゃなくて、政治家を育てなくちゃいけない。本当にその通りだと僕も思うのよ。そう思いながら、20数年間政治（記者）をやっていても、文句言うばっかりじゃないかとかを日々思うわけよ。


  実際にあなたたちが言うように、政治家を育てとかないと、やっぱり政治が決める分野ってものすごくたくさんあるからね、まあ限度もあるし、国民一人ひとりが頑張る社会にしないといけないと僕は思っています。


  だけど、政治家の役割はすごく大きいとすると、政治家にきちんとしてもらわないといけないわけですよ。私たちも育てていかなきゃいけないって、あなたたちの言っていることについては本当にまったくその通りだと。我々も、育てる目、「この人が政治家として相応しいのかどうか。将来きちんと働いてくれるかどうか」を見極める目を持たなくちゃいけない。


  そういう中で見極めるための「選挙チャンネル」を作るというのは、グッドアイデアと思うんだ。だから、本当に感心するんだけど、現実は、なかなかそうは行っていない。今このテーマが非常にタイムリーなのは、例えば、「大阪維新の会」ってのが出来て、2千人以上集まって、その中から候補者を選ぶと言っている。


  ここ2回の（衆院）選挙、例えば郵政民営化選挙のときは、まだ小学生かな。そのときは「郵政民営化」って言いさえすれば、誰でもとは言わないけど、誰でも当選しちゃったみたいなところがある。それはマスコミの責任なんだけど。あるいはこの間の選挙のとき、「政権交代だ」ってさえ言えば、誰でも当選しちゃったみたいなところがあるじゃない。そういうのじゃなくて、一人ひとりが「どういう人か」って見極める、それが次の選挙でも絶対また問われるのね。


  新しい人ばかりが調子が悪いかというと、そうじゃなくて、最近でも大臣も何人もやめているけど、そういう人は7回も8回も当選しているんだよね。これも、もしかしたら、ずっと当選させて続けた。いま「素人大臣」とか言われている人もいるじゃない。「この漢字を読めますか？」とか、あんな国会を見せられる方が本当に恥ずかしいじゃない。もういやでしょ。


  川添：いやです。


  与良：いやだよね。質問する方もする方だし、なんか答えられない方も答えられない方だしね。そういうのを見たくないって思うじゃない。一人ひとりがしっかりした政治家を育てないといけない。若い政治家ばかりがだらしないじゃなくて、そうやって当選7回も8回もした20年も25年も政治家やっている人もそのレベルだってところを、みんなが受け止めないと。そこから始めていくんだって。だから、この3人の言っている「批判だけじゃだめだ」「育てていかなくちゃだめだ」に、僕は本当にお見逸れしました。


  津田：田中さんの「国会議員の給料を減らす」って、ここから議論の起点になって、話すことってすごく沢山ある。この「候補者ファンド」ってあるでしょ。例えば、民主党は全員じゃないですけど一部に、「企業献金をやめろ」と言っている勢力もいるんです。


  だから、こういう本当に個人個人が候補者を判断して、個人献金を認める代わりに、企業献金でやっぱり額も大きいので、それがどうしても特定の業界との癒着を招いてしまうので、「それは法律で禁止したほうがいいんじゃないのか。その代わりにそっちの歳費は上げよう」みたいな制度案もあるとか。


  与良：よく言われるけど、日本は「一人ひとりが、この人を応援しますから、この政治家を育てたいから、お金出しますよ」って個人献金が、実際すごく少ないのは事実。


  津田：アメリカのオバマ大統領が、なぜ当選できたのかって言うと、やはりインターネットを上手く使って、若者からとにかく薄く広く集めて。


  与良：千円とか1万円からね。


  ■原口一博議員からの激励メッセージ


  津田：そうなんです。それで成功したってのもあるんです。本当に三者三様とも良い問題提起をされたと思います。そして、まさに今、いろいろな評価をされる側の国会議員の方から、ビデオメッセージが届いているっていうことです。


  川添・島田・田中：え、誰だ？大臣？


  津田：それでは、そのビデオメッセージをお見せしたいと思います。どうぞ。


  （ビデオメッセージ：民主党原口一博衆議院議員より）


  「こころさん、花穂さん、みづきさん、本当におめでとうございます。（有田工業高校は）2年連続のチャンピオンですよね。吉永先生からメールをいただいて、そしてみなさんにお会いをして、私までビデオで参加させていただいて、本当にありがとうございます。


  もう一言で言うと「天才」、一言で言うと「太陽」、一言で言うと「挑戦」、3人の素晴らしい仲間に会えて本当に喜んでいます。そしてあのコンテストのときも、正直連続頑張れるかな、テーマは政治だったので結構いろんな意見もでるかな、どきどきしながら見守っていました。でも見事に勝ち抜きましたね。みなさんのチームワークと、そして何事にも真正面から向き合うその素直な心、そして地域のみなさん、学校の先生方のお支えの賜物だという風に思います。


  僕は昨年の暮れに、ノルウェーのオスロ市から呼ばれて、3人のノーベル平和賞受賞者のみなさん中心にレセプションでスピーチをしてきました。そこで思ったことは、暴力とか抑圧とか差別とか貧困とか飢餓とか、そういったものに敢然と戦う女性の姿でした。去年のノーベル平和賞受賞者は3人の女性ですよね。僕は、3人にみなさんの姿を重ねて、彼女たちを見ていました。決して諦めない、そして何事にも真っ直ぐに挑戦をする、みなさん3人は僕らの希望であり、そして光です。是非これからも頑張ってください。


  どのようにみんなが政治に参加するのか。それは横から批判だけするのではなくて、自らその中に飛び込んでいって、自ら主体として頑張っていく。日本国憲法の前文にも書いてありますよね。「選ばれた国会議員を通して日本国民は行動するんだ」っていうことが書いてあるはずです。この前文の意味はよく置き忘れられがちなんですけども、それは自らが学び、自らが選択をし、そしてその選択に責任を持つっていうことですよね。


  有田工業の3人のみなさんのこの快挙、心から嬉しいし、今日はマエキタさんたちとお話をされるということですが、これからも頑張ってください。そして、みんなの澄んだ瞳が、また後に続くたくさんの人たちの澄んだ瞳を守れるように、僕も頑張ります。またお会いしましょう。ありがとうございました」


  津田：結構、感動的な原口さんのコメントだったんですけど、ちょっとユーザーのコメントがひど過ぎな感じで・・・（苦笑）。多分、3人は3人で集中できなかったんで、後でまたじっくりコメントなしで、噛みしめていただいた方がいいんじゃないかなぁっていうね。


  （視聴者に向けて）ちょっと本当に君ら、感動的なコメントしているんだから、最後くらい、黙っているとか空気読めばよかったんじゃないかなとか、思いながら。でも、たしかに、愛のこもったコメントというか、原口さんはニコ生にもよく出ているし、いじられやすいというか、そういうところがあるので。まあまあ、そうですね。いやいやいや、ちょっと見ていて笑っちゃいました。ちょっと笑っちゃいますよね？


  マエキタ：なんで？


  津田：だって面白いじゃないですか。いろんなコメントが。本人はすごく真面目に言っているのに、コメントがダーって出てくるっていうのが。


  マエキタ：ああ、コメント。なるほど。かわいそうに（苦笑）。


  津田：悪い意味で言うと、リアルタイムで評価するシステムみたいなものがあると、最悪、ああいうふうになってしまうっていうことがあるんでね。そ


  川添・島田・田中：そうですねぇ（苦笑）。


  津田：やっぱり、そこの設計をどうするかって結構これからポイントになってくると思うんですけども。


  マエキタ：でも、それでも、差し引いて見る力がついてきているんだよね。きっとね、みんな。それでも「感動的なコメントだね」って思う人も。（視聴者コメントには）ポジティブもネガティブも混ざっているっていう・・・。


  津田：いや、あれはちょっと、画面見ながらだときついと思いますね。どんなに感動的なコメントでも、なかなかそれをちょっと、噛みしめることはできないかなと。


  マエキタ：でも原口さん、どうもありがとうございました。


  ■「自分の考えを伝えるっていう大切さを学んだ」


  津田：原口さん、ありがとうございました。はい、ということで、もう最後。未来の話を原口さんが言いましたけれども、デザセンに出場されて優勝されて、そこの経験から「私はこれを学んだな」「学んだことをこう活かしていきたいなあ」みたいなことを、最後に1人ずつ聞きたいなと思うんですけれども。最後は公平にじゃんけんで順番を決めましょうか。せーの・・・。


  川添・島田・田中：最初はグー、じゃんけんぽい！


  津田：川添さんから順番決めていいですよ。「私は最後がいい」っていうなら最後でもいいですし。何番目がいいかを選んでください


  川添：私ですか？


  津田：はい。


  川添：3番目で。


  津田：3番目を敢えて選ぶ。じゃあ島田さんは1か2かどっちがいいですか？


  島田：じゃあ、最初にします。


  津田：なるほど。じゃあ改めて、デザセンに出場して優勝して何を学んで、それをこれからの人生でどう活かしていきたいかっていうお話をいただけますか？


  島田：はい。決勝に上がってから、準備でいろんな人にお話を聞きにいったり、いろいろ教えてもらったりしていって、人の繋がりをすごく感じることができました。自分たちだけの力では、この提案はできなかったので、本当に支えられてこれができたんだなと思って、そういう繋がりを大事にしていきたいです。


  津田：「眼鏡取って」っていうコメントありますけど（笑）。


  島田：じゃあ、取ります。（眼鏡を外す）


  津田：カメラに向かって手を振ってみましょうか。


  （島田、はにかみながら手を振る）


  津田：あ、かわいい。ということで、じゃあ田中さんお願いします。


  田中：はい。私は話すのはすごく苦手なんですけど、こうやってプレゼンっていう形で、誰かに何を分かりやすく、自分の考えを伝えるっていう大切さをすごく知ったし、多分これから先、進学しても就職してもそれは絶対必要なことだと思うんですね。政治家の人も、言ってみればそうなんじゃないかなって少し思うんですけど。だからそういうことをまだ身についてないかもしれないですけど、そういうことを学べたのは、すごくデザセンに出てからそういうのが身につけられたから、いい大会に出られたなと思います。


  津田：でも僕は、3人のプレゼンを拝見して、田中さんが一番喋りに慣れているなっていう感じを受けましたけど。


  田中：えっ、うそ。


  津田：喋りが苦手って言っていましたけど、一番堂に入ってたかなって。


  田中：もう、めちゃくちゃ汗かいています。


  津田：はい、まあ本当にいろんなところでプレゼンとかそういう機会にも多分これから恵まれるんじゃないかなと思います。じゃあ最後に川添さん、ビシッと締めていただけますか？


  川添：えっと私ですか？私たち、デザセンの「選挙チャンネル」の話は高校3年生の春から始めたんです。私たち高校3年生が考えたことっていうので、デザセンに優勝してから、私たちの周りで大人の人たちがすごく動いてくれたんですよ、このニコ動さんも、目をつけてくれて・・・。


  津田：目をつけた・・・。すごく悪巧みしているみたいですね（笑）。


  川添：目をかけてくれて、こういうニコ生に出していただいたんですけど、私たちのやったことで大人の人たちも含め、私たちと同じ学年の子も含め、みんなの考えっていうのを少しでも変えられたっていうか、ちょっと人に影響を与えられたっていうのが本当にすごく嬉しい。


  私たちは、「よし、ニコ生に出たから達成だ！」みたいな気持ちじゃなくて、大学生になって私たちの場所が違くなっても、ずっと活動して、本当に実現したいです。


  津田：もう来場者が2万1千人きていますよ。


  川添：えー。本当ですか!?


  川添：だから、私たちだけで活動しても駄目なんで、ニコ生を見ているみなさんも本当に実現するた、いっしょに頑張ってください。頑張ってくださいじゃない、いっしょに頑張りましょう（笑）。


  津田：ニコ生って面白くて、こういう僕らの企画でできるものだけじゃなくって、自分でパソコンあればできるし、例えば3人が違うところに住んでいても、Skypeっていうソフトを使って、全然ちがうところ各地にいながら3人でトークとかも、自分で放送したりもできるので、是非そういうのもやってみたり。でも本気で「番組やらない？」っていう特番の依頼とかが来るんじゃないかなとも思います。


  マエキタ：いや、来てください。


  津田：ね、本当ですよね。


  与良：本当に「選挙チャンネル」、やれるところからやろうよ。


  川添：本当ですか？やりましょう。


  マエキタ：やろう。


  与良：応援する。


  マエキタ：応援だけではなく働いてください（笑）。


  与良：いや、本当に（笑）。


  ■アンケート「選挙チャンネルができたら観たい？」 「はい」94.8％


  津田：（スタッフに）アンケートとか作れますか？「もしこの女子高生の3人がニコ生で公式番組やったら観ますか」っていうアンケート。じゃあ、作ってもらっている間に、与良さんから3人の未来に最後メッセージいただけますか？


  与良：はい。それぞれ、これからも大学行って、行く道考えればいいけど、本当にあなたたちに感心した。僕がずっと思っていたことを、すごく素直に言ってくれて、ほんと感心しました。これからも、政治っていうのはみんな一人ひとりが動くことだと思うのね。みんなに呼びかけて、頑張ってください。おじさんも細々と、僕は僕の世界で、やっぱり政治に諦めないで、「日本を良くしよう」って、みんなが思う通りなんだよね。僕も素直に、日本を良くしようっていうふうに思いたいと思います。ありがとうございました。


  津田：ちなみに、与良さんにも「眼鏡取って」っていうコメントが（笑）。


  与良：僕はいいだろう（苦笑）。


  津田：マエキタさん最後に、3人の未来についてメッセージいただけますか？


  マエキタ：もう楽しみでしょうがない。実働部隊として「さて、どうしようか」っていう感じ。「選挙チャンネル」を実現しなくちゃね。それが私たちの責任だと思います。今日は審査員で来ているのは私だけだけど、きっと（デザセンの審査員を務めた）小山薫堂さんとか茂木（健一郎）さんとかも「そうだそうだ」「実現しろ」っていつも言っているから、これは実現しないといけないなと思います。ちょっと私も足すくむ思いながら、（3人は）本当にたくさん勇気をくれた。どんどんやっていこうね。よろしくお願いします。


  津田：マエキタさんにも「眼鏡取って」のリクエストが（笑）。


  マエキタ：ええー。（眼鏡を外す）なんで笑うの。そこ（笑）。


  津田：いえいえ、「美人」コメントもたくさん。「澄んだ瞳」とかいろいろ


  ・・・。


  マエキタ：いえいえ、恐縮です・・・。


  津田：アンケートが出るかな？「『選挙チャンネル』ができたら観たいですか？」みなさん、ぜひ1（「はい」の回答）を押してください。


  マエキタ：みなさんの力で良くしていきたいチャンネルにして・・・。


  津田：これが、（ドワンゴの）川上さんに見てもらえてね。川上さんも多分


  「これはいける」っていうふうに言うんじゃないかな。


  マエキタ：（アンケート結果まで）結構時間かかるのね。どきどきする。


  津田：もう結果を出しちゃってもいいんじゃないですか？はい。


  （アンケート結果：「『選挙チャンネル』ができたら観たいですか？」


  1:はい 94.8％ ／ 2:いいえ 5.2％）


  （一同、拍手）


  マエキタ：四捨五入すると100％、なんて無理やり・・・。すいませーん（笑）


  ■「前向きになれるいい放送だった」


  津田：そうですよね。いや、でも今日は本当に面白かったですね。僕自身もいろいろ勉強になりました。最後に、本当に最後の最後ってことで簡単に、有田工業高校の3人から感想をいただいて終わりましょう。最後なんで川添さんから。まあニコ生に出た感想とか。


  川添：ニコ生ですか？ニコ生に初めて出ました。


  津田：存じ上げています（笑）。


  川添：本当ですか（笑）。初めて出たんですけど、本当に、コメントが最初怖かったんですよ。「www」みたいな・・・。結構前からちょっと3人でコメントにびびってたんですけど。発信して、良いコメントでも悪いコメントでも、すぐ分かるのは本当にいいなって思いました。


  津田：最初（コメントを）怖いと思っても、最後の方になると結構これが当たり前な感じになってきますよね。


  川添：そうですね。本当にこういう機会を与えてくださり、ありがとうございました。


  津田：100点のコメントだと思います（笑）。結構、そういう政治家っぽいコメントもできるんですね。


  川添：なんですか（笑）。


  津田：才能あると思いますよ。


  川添：本当ですか？なんかちょっと。うん・・・。


  津田：じゃあ島田さん、お願いします。


  島田：はい。最初始まったときはすごく緊張していて、コメントとかをまともにできなかったんですけど、やっているうちに楽しくて、思ったこと言えるようになりました。


  津田：良かったです。


  島田：リアルタイムでみんなが思っていることが見えてくるので、面白いなと思いました。


  津田：はい、ありがとうございました。じゃあ田中さん。


  田中：はい。私もコメントについてなんですけど、最初は本当もう「www」ばっかりですごく怖かったんですけど、今もまだ（視聴者コメントを）見ています。


  津田：見入っちゃいますよね。


  田中：はい、見入っちゃいますね。でも楽しいですね、だんだん慣れてきます。でもこれ、出ている人は大変ですね。


  津田：4月からの新生活でもパソコン持って行って、ニコ動とかニコ生とか見てもらえると楽しいんじゃないかなと思います。


  田中：はい。


  津田：あと、最後に、別に僕の本じゃないですけど、批評家の東浩紀さんっていう人がいて、その人が去年出した『一般意志2.0ルソー、フロイト、グーグル』（講談社）っていう本があるんですよね。それが、あなた方がプレゼンしていた内容とすごくリンクする内容なので、それですごく読みやすい本なので、もしよかったら是非BOOKOFFとかで買っていただいて。BOOKOFFじゃなくても、図書館とかで借りて読んでいただければと。本当に多分参考になると思うし、面白いと思いました。


  はい、ということで、ちょっと終了時間を延長してやってまいりましたけれども、まだまだちょっとお話聞きたいですね。本当に第2回、第3回があるし、もしかしたら新しい彼女たちの作るプレゼンなんかも、見られるんじゃないかなっていう気もしますし。なんなら、本当に番組自体も、作ったものとかを見ていきたいとも思います。


  どうしても政治っていうと暗い話題。もうあまり明るい話題がない中で、これだけ女子高生たちが真面目に政治について考えているし、日本の未来について考えているっていうことに、すごく前向きになれるいい放送だったんじゃないかなと思います。


  ということで、また2回目があることを期待して、今日はここまでにしましょう。ユーザーのみなさん、そして出演者のみなさん、どうもお疲れ様でした。またお会いできることを期待しています。さようなら。


  川添：ごきげんよう。


  （了）


  ◇関連サイト


  ・[ニコニコ生放送]本記事の書き起こし開始部分から視聴（会員登録が必要）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv86031962?po=news&ref=news#1:30:05


  ・[ニコニコ生放送]有田工業高校の女子高生（番組当時）のプレゼン部分から視聴（会員登録が必要）


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv86031962?po=news&ref=news#17:18


  （書き起こし：湯浅拓、内田智隆、武田敦子、登尾建哉、境田明子、編集：山下真史）


  ）


  今週の原発情報クリッピング〔5月21日～6月3日〕


  


  ここ1週間で話題になった原発・放射線に関するニュースの中から、特に注目すべき、読んでおきたいニュースを、アシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が紹介します（※ニュースのリンクはリンク先の都合によりリンク切れになっていることがあります）。〔毎号配信〕


  


  ◆原発全廃なら「もんじゅ」廃炉…文科省示す（読売新聞／5月23日）


   http://www.yomiuri.co.jp/science/news/20120523-OYT1T00500.htm


  ◆もんじゅ廃炉 選択肢 文科省4案 初の提示（東京新聞／5月23日）


  http://www.tokyo-np.co.jp/article/national/news/CK2012052302000222.html


  文部科学省は5月23日、原子力政策を検討する内閣府原子力委員会の新大綱策定会議で、日本原子力研究開発機構の高速増殖炉「もんじゅ」の研究開発の方向性について、廃炉を含む4つの案を示した。この4案は5月16日、原子力委の小委員会で提示された使用済み核燃料処理の3つの選択肢「全量再処理」「直接処分」「両方実施」に対応したもの。文科省が示した4案は以下のとおり。（1）使用済燃料をすべて再処理し、2030年以降も原発を一定程度運転する現状路線を継続する場合、もんじゅの運転再開から10年以内に高速増殖炉の実用化を目指す。（2）2030年以降原発比率を減らしつつ全量再処理する場合と（3）再処理と地中処分を併存させる場合は、高速増殖炉の実用化の可否を判断するための研究開発を行う。（4）全量を地中処分する場合には、実用化に向けた研究開発を中止する。研究開発を中止し、原発全廃となれば、もんじゅは廃炉となる。ただし、原発を全廃しない場合には、もんじゅの国際研究拠点としての活用を検討するとした。


  参考：『新大綱策定会議（第19回）議事次第』原子力委員会


   http://www.aec.go.jp/jicst/NC/tyoki/tyoki_sakutei.htm


  



  ◆東電利益 家庭から9割 電気料金審査委 販売量は4割弱（東京新聞／5月23日）


   http://www.tokyo-np.co.jp/article/economics/news/CK2012052302000224.html


  ◆利益、家庭に7割依存＝東電は91％−電力10社（時事通信／5月23日）


   http://www.jiji.com/jc/zc?k=201205/2012052300741


  5月23日、経済産業省の電気料金審査専門委員会は、電力10社が2006年度から5年間に得ていた利益の7割を、家庭向け電力販売が占めていたとする資料を公表した。同委員会では、東京電力が申請した家庭向け電気料金値上げの妥当性について検証している。企業向け電力販売からの利益は全体の3割程度だが、電力量では全体の6割以上を占める。家庭向けは、電力量では全体の4割弱ながら、利益では7割を占め、家庭向けに強く依存する電力会社の収益構造が明らかになった。この背景には、企業向けの電力料金が自由化されたことで価格競争が進む一方で、家庭向けは電力会社による「地域独占」や原価に収益を上乗せできる「総括原価方式」に守られていることがある。東京電力では特にこの傾向が強く、家庭向けの電力量の割合は38％にもかかわらず、利益は全体の91％を占める。これについて東電の高津浩明常務は、柏崎刈羽原発の全号機停止や燃料価格の高騰により、燃料費の比率が相対的に高い（企業向けの）自由化部門の収支が悪化したためと説明している。


  経済産業省資料：


  総合資源エネルギー調査会総合部会 電気料金審査専門委員会（第2回）議事要旨


   http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denkiryokin/002_giji.html


  総合資源エネルギー調査会総合部会 電気料金審査専門委員会（第2回）配布資料


   http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denkiryokin/002_haifu.html


  各紙報道に対する東京電力の回答：


  5月23日付朝日新聞1面「電力利益 家庭から7割」他について


  http://www.tepco.co.jp/cc/kanren/1204459_2005.html


  



  ◆浪江で10〜50ミリシーベルト WHOが被ばく線量推計（共同通信／5月23日）


   http://www.47news.jp/CN/201205/CN2012052301002117.html


  ◆【放射能漏れ】藤村官房長官「現実より過大」 WHO被ばく線量推計（産経新聞／5月24日）


  http://sankei.jp.msn.com/life/news/120524/trd12052414500012-n1.htm


  世界保健機関（WHO）は5月23日、福島第一原発事故による国内外の被曝線量の推計値を発表した。福島県浪江町と同飯舘村で内部被曝と外部被曝を合わせた全身の被曝線量が最も高く、10〜50ミリシーベルト。福島県全域では1〜10ミリシーベルト、日本全体では0.1〜10ミリシーベルトだった。この推計値について、藤村修官房長は24日午前の記者会見で、「避難や食品の摂取制限などの防護的措置を何も講じなかったという前提での推計で、現実の被曝線量よりは過大なものになっていると受け止めている」との認識を示した。WHOは「情報量が限られているうえ、屋内外で過ごした時間など多くの仮定を基に計算している」と説明。被曝線量の過小評価を防ぐため、数値が過大になっている可能性もあるとしている。


  参考：Preliminary Dose Estimation from the nuclear accident after the 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami - WHO


  http://www.who.int/ionizing_radiation/pub_meet/fukushima_dose_assessment/en/index.html


  平成24年5月24日（木）午前 官房長官記者会見 - 首相官邸（再生時間1分30秒頃より）


  http://www.kantei.go.jp/jp/tyoukanpress/201205/24_a.html


  



  ◆原発維持・廃止を併記 経産省調査会、選択肢絞りきれず（日本経済新聞／5月24日）


  http://bit.ly/9rJUaQ


  5月24日、経済産業省の総合資源エネルギー調査会基本問題委員会は、2030年時点の発電エネルギーに占める原子力発電の比率について、0％、15％、20〜25％、35％とする4つの案と、比率を定めない案の5案を示した。政府は原発全廃から原発推進まで幅広い選択肢の中から一つに絞り、今夏策定する「新エネルギー基本計画」の政府目標として掲げる。委員会の報告書によると、第1案は、電源の選択を消費者に任せ、発電エネルギー別の比率を明示しないとする案。「市場メカニズムにより理想的なエネルギーミックスが実現する社会」を目指すとしている。第2案は、強制的な原発停止や新増設計画の中止、使用済み燃料の総量規制導入などにより、2030年時点での原発ゼロを目指す。電力の不足分を補うため、太陽光発電や風力発電といった再生可能エネルギーを2010年度の11％から35％に引き上げるとしている。第3案は、原発比率15％とし、原発の新増設をせず、40年での廃炉を徹底して原発比率15％を目指す。第2案同様、再生可能エネルギーの比率を大幅に高めつつ、火力を2010年度より20ポイント下回る40％に抑える。2030年以降の原子力発電の位置づけは、再生可能エネルギーの普及状況を踏まえ、改めて検討するとしている。第4案は、原発と再生可能エネルギーを基幹の電源として、20〜25％の原発比率とする。「再生可能エネルギーも含めてバランスのとれたエネルギー構成を実現し、経済活力や雇用の基盤が確保される社会」を目指すとしている。第5案は、2010年度を上回る35％の原発比率とする。「安全性の確保を大前提に原子力発電を活用し、経済活力の維持や地球温暖化対策の解決に積極的に取り組む社会」を目指すとしている。原発比率を35％とする第5案については、民主党政権の「脱原発依存」路線とは異なるため、政府の選択肢からは外れる見通し。


  参考：資源エネルギー庁 第24回基本問題委員会 配付資料


  http://www.enecho.meti.go.jp/info/committee/kihonmondai/24th.htm


  総合資源エネルギー調査会〜基本問題委員会〜 第二十四回 - ニコニコ生放送


  http://live.nicovideo.jp/watch/lv94108616


  



  ◆福島第一原発：4号機、プール底部を補強…事故後初公開（毎日新聞／5月26日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120527k0000m040051000c.html


  ◆【福島第一原発公開】初公開の4号機内部 細野氏「あれほど過酷なものかと…」（産経新聞／5月26日）


  http://sankei.jp.msn.com/life/news/120526/trd12052619070007-n1.htm


  ◆廃炉作業阻むがれき 福島4号機・建屋内部を初公開（朝日新聞／5月26日）


  http://www.asahi.com/national/update/0526/TKY201205260356.html


  5月26日、福島第一原発4号機の原子炉建屋内部が、事故後初めて報道陣に公開された。細野豪志原発事故担当相が核燃料貯蔵プール補強状況を視察するのに合わせ、内閣記者会と在日外国報道協会の代表計4社（4人）に同行を許可したもの。原子炉建屋内には、いまだがれきが残され、撤去作業の進捗は6割程度。震災時、4号機は点検中で停止していたため原子炉内に燃料はなかったが、3号機から流れ込んだ水素で爆発を起こした。事故後の原子炉建屋の耐震性に専門家や地元から疑問の声が上がる中、耐震補強の状況を公開することで、不安を払拭する狙いがあるとみられる。細野原発相は「プール底部の補強を確認できた。新たな懸念が生じていると思わない。来年中には燃料取り出しを始めたい」と話している。


  



  ◆枝野氏「情報発信、国民とずれ」 国会事故調参考人招致（朝日新聞／5月27日）


  http://www.asahi.com/politics/update/0527/TKY201205270397.html


  ◆菅前首相、原発事故「国の責任」 視察批判に反論（日本経済新聞／5月29日）


  http://www.nikkei.com/article/DGXDASFS2801V_Y2A520C1MM8000/


  ◆菅前首相：チェルノブイリ超の可能性認識−東電に強い不信感（ブルームバーグ／5月28日）


  http://www.bloomberg.co.jp/news/123-M4PZTG6JTSE801.html


  5月27日、福島第一原発事故を検証する国会事故調査委員会は、事故当時の官房長官だった枝野幸男経産相を参考人として招致した。枝野氏は内閣の情報発信について、「私が思っていたことと、被害を受けた方の受け止めの間にずれがあった。申し訳なく思う」と陳謝。一方、「ファクトについて発表するか躊躇したことはない。把握した時点で直ちに発表している」と述べ、情報の公表ではなく、情報の集約とそれに基づく想定ができなかったことこそ問題だったと説明した。委員から、メルトダウン（炉心融解）の公表が遅れたのではないかと指摘されると、2011年3月13日の記者会見でメルトダウンの可能性があると述べたことを挙げ、「可能性を否定することを申し上げていないし、炉心が溶けているのは大前提で対応していた。炉心溶融はない、という印象を与えたら私の真意ではない」と釈明した。翌28日には、菅直人前首相を参考人として招致。菅氏は福島第一原発事故について「国策として続けてきた原発によって引き起こされた。最大の責任は国にある」と認め、「国の責任者として事故を止められなかったことを改めて心からおわびする」と陳謝した。2011年3月12日午前に、自ら福島第1原発を視察したことで事故対応が遅れたという批判については、「現地の責任者と話すことで状況が把握できると考えた」と反論した。また、2012年5月17日の事故調で、海江田万里元経産相が、政府の原子力緊急事態宣言の発令が遅れた理由を「菅前首相の理解を得るのに時間がかかった」と証言したことについては、「もっと早ければという指摘は受け止めるが、首相官邸の対策室はすでに動いており結果的に支障はなかった」との見方を示した。原子炉を冷やすための海水注入を一時中止した件については、自身が中止を指示したことはないとしたうえで、首相官邸に詰めていた東電の武黒一郎フェロー（当時）が福島第一原発に直接電話をして、官邸の意向として伝えたようだと話した。さらに菅氏は、「淡水がなくなれば海水注入が必要だと関係者で一致していた。海水注入と再臨界は無関係であることも知っていた」と強調し、「原子力のプロ中のプロである武黒氏がなぜ注水を止めろと言ったのか、率直に言って全く理解できない」と厳しく批判した。


  参考：委員会開催情報 | 国会 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会


  http://www.naiic.jp/activities/


  



  ◆関西広域連合が大飯原発の「限定稼働」を事実上容認する声明（産経新聞／5月30日）


  http://sankei.jp.msn.com/politics/news/120530/lcl12053020140001-n1.htm


  ◆大飯原発再稼働 橋下氏「事実上、容認です」（日本経済新聞／5月31日）


  http://www.nikkei.com/article/DGXNASDG31027_R30C12A5EB2000/


  ◆橋下市長、大飯原発再稼働「事実上の容認」（読売新聞／5月31日）


  http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20120531-OYT1T00532.htm


  細野豪志原発相は5月30日、関西2府5県から構成される関西広域連合の会合に出席し、関西電力大飯原発3、4号機の再稼働への理解を求めた。細野原発相は、「現在は暫定的な安全基準だが、原子力規制庁設置後に見直す」と述べ、それまでは経済産業副大臣や政務官を現地に常駐させると説明。これに対し、関西広域連合からは、政府の安全基準が不十分な中で再稼働が既定路線となっていると批判が相次いだ。しかし会合後、関西広域連合は「暫定的な判断を前提に限定的なものとして適切な判断をするよう強く求める」と再稼働を事実上認める声明を出した。翌31日、大阪市の橋下市長は、関西広域連合の声明について、「事実上の（再稼働）容認」であることを認め、「負けたと思われても仕方ない。反対し続けなかったことに責任は感じており、声明への批判は真摯に受け止める」と話した。再稼働を容認した理由として、細野原発相が現在の安全基準を「過渡的なもの」としたことや、原子力規制庁設置法案が審議入りしたこと、大口需要家が電力逼迫時に節電する電力を入札で買い取る「ネガワット取引」など電力供給体制改革に一定の方向性が示されたことを挙げた。一方で、「期間限定ということはこれからも言い続ける」とし、「秋ごろにチェックして、規制庁設置や新しい基準作りの見通しが立たないまま（原発を）動かし続けるなら、違うと言わないといけない」と強調した。


  



  ◆原発相の福井派遣、週明け以降に…大飯再稼働（読売新聞／6月1日）


  http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20120601-OYT1T00989.htm


  ◆原発相の福井派遣を延期 再稼働時期は不透明に（西日本新聞／6月1日）


  http://www.nishinippon.co.jp/nnp/item/305552


  政府は6月1日、大飯原発3、4号機の再起動への理解を得るため、2日に予定していた細野豪志原発相の福井県への派遣を延期した。原子力規制庁発足まで経産副大臣や政務官を常駐させる「特別な監視体制」などの安全規制体制の強化策について、西川一誠知事に説明する予定だった。延期の理由は、橋下徹大阪市長が求める「期間限定の再稼働」に関して政府の対応が定まっておらず、また監視体制の中身ついても県との調整が難航しているためと見られている。この延期により、訪問は4日以降になる見通し。


  



  ◆河北新報 東北のニュース／大熊町「5年帰還しない」宣言へ 生活基盤整わず（河北新報／6月2日）


  http://www.kahoku.co.jp/news/2012/06/20120602t61017.htm


  ◆最低5年「帰還しない宣言」大熊町長表明へ（読売新聞／6月2日）


  http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/fukushima/news/20120601-OYT8T01252.htm


  福島県大熊町の渡辺利綱町長は6月1日、役場機能を移した会津若松市で開かれた町議会全員協議会で、政府の避難区域再編案を受け入れた場合でも、最低5年間は戻らない「帰還しない宣言」を6月中にも出すことを明らかにした。町議会の議決を経て宣言する見通し。政府再編案では、大熊町の全町民約1万1500人のうち、約95％にあたる約1万900人が住民登録している地域が、5年以上の町外避難を法的に義務付けられる帰還困難区域（年間放射線量50ミリシーベルト超）とされ、残り約600人の地域は、一時帰宅できる居住制限区域（20ミリシーベルト超50ミリシーベルト以下）、早期帰還を目指す避難指示解除準備区域（20ミリシーベルト以下）になる。渡辺町長はこの状況を「町役場も医療福祉機関もなく、帰っても生活できない」と判断。町内全域を帰還困難区域にするよう求めてきたが、区域によって賠償額に差をつけないことを条件に政府再編案を受け入れる。渡辺町長は「帰還は目指すが、それまで10年、15年と安心して住める居住環境を整備したい。国、県に働き掛け、モデル地区を造る」と述べ、住民が帰還できるようになるまで、役場機能とともに住民の生活の場を避難先などの自治体に一定期間移転する「仮の町」構想の見通しを示した。


  ◆核燃サイクル原案:秘密会議で評価書き換え 再処理を有利（毎日新聞／5月24日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120524k0000m040125000c.html


  ◆核燃サイクル秘密会議:「表」の会議上回る20回45時間（毎日新聞／5月25日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120525k0000m040177000c.html


  ◆秘密会議：「新大綱」議案も配布 原子力委は虚偽説明（毎日新聞／6月2日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120602k0000m010123000c.html


  内閣府原子力安全委員会の原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会で議論されている使用済み核燃料の再処理政策をめぐって、小委員会の報告書案を作成するために資源エネルギー庁や電気事業者ら推進側だけを集め、「勉強会」と称する秘密会議を開いていることが明らかとなった。この秘密会議では報告案の原案が配付され、再処理の維持を求める事業者側の意向を汲むかたちで、結論に当たる「総合評価」が書き換えられ、小委員会に提出されていた。この秘密会議は4月24日に開かれ、小委員会メンバーでもある鈴木達次郎原子力委員長代理や内閣府原子力政策担当室職員、資源エネルギー庁原子力立地・核燃料サイクル産業課の森本英雄課長、電気事業連合会の小田英紀原子力部長、六ケ所村再処理工場を経営する日本原燃の田中治邦常務、高速増殖原型炉「もんじゅ」を運営する日本原子力研究開発機構幹部、東京電力や日本原子力発電など電力会社社員ら約30人が参加した。この秘密会議で、日本原燃幹部は六ケ所村再処理工場存続を要請し、小委員会座長の鈴木達治郎委員長代理が「プロジェクト（再処理工場）に影響を与えない併存が一番良い」と応じたという。使用済み核燃料処理方法の総合評価について、「全量直接処分」の利点を後退させ、「併存」については利点を強調するよう記述が加えられた。このスクープを報じた毎日新聞によると、秘密会議は少なくとも20回、計45時間ほど行われたという。また、使用済み核燃料の再処理政策だけではなく、「新大綱策定会議」で使用する議案の原案も秘密会議で配布され、内容が追加されていたという。一方、原子力委員会はこの報道を受けて、事業者を含めた会合を開いていたことは認めつつも、「事業者の意見を反映して報告書を書き換えたという事実はありません」と総合評価を書き換えたという報道を否定している。


  参考：原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会の報告書とりまとめに関する報道について（見解） 原子力委員会 - 平成24年5月25日


  http://www.aec.go.jp/jicst/NC/about/kettei/seimei/120525.pdf


  原子力委員会-原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会


  http://www.aec.go.jp/jicst/NC/tyoki/tyoki_hatsukaku.htm


  原子力委員会-新大綱策定会議


  http://www.aec.go.jp/jicst/NC/tyoki/tyoki_sakutei.htm


  東日本縦断ロードムービー「おくの細道2012」についてのお知らせ

  


  この2月、ネオローグ一行で東北取材に行きました。その時に捉えた被災地の映像をもとに、僕のアシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が監督し、東日本縦断ロードムービー「おくの細道2012」のDVDを制作しました。このコーナーでは、そのDVDに関する情報を期間限定で掲載していきます。〔不定期配信〕


  監督の小嶋です。今回はネットカルチャー・ソーシャルカルチャー情報サイト「NETOKARU」に載った「おくの細道2012」関連インタビュー記事を掲載します。今回のインタビュアーで副編集長の佐藤純一（@jsato_FLEET）さんは東日本大震災直後に東京電力や保安院など原発関連の記者会見の実況中継を一緒にやったチームのメンバーでもあり、一度東北の取材にも一緒に行きました。佐藤さんとの出会いは2010年の津田大介バースデーオフ会で、一晩中ボカロの話を聞かされたのが印象的でした[*1]。今回も「おくの細道2012」から始まったインタビューだったのですが、いつのまにかボカロの話になってたりします（笑）。そんなNETOKARUっぽい少しゆるめの記事ですが、ぜひお楽しみください！

  


  ◆リアルタイム紀行型ジャーナリズムによる東北再生への道



  津田大介＋小嶋裕一＋佐藤純一（NETOKARU 2012年6月4日の記事より転載）


  東日本大震災直後からTwitterで情報発信を行い、東北へ継続的に取材に訪れてきた津田大介氏。震災から約一年経った今、『東日本横断ロードムービー・おくの細道2012』が完成した。映画を監督したのは津田大介氏のアシスタントであり全ての東北取材に同行した小嶋裕一氏だ。このリアルタイム紀行型ジャーナリズムとも呼べる映画はどのように生まれたのか、またソーシャルメディアを通じて東北再生のためにどのような支援が可能か、津田氏、小嶋氏の二人を訪ねて話を聞いた。


  構成・文：佐藤純一


  



  ■震災後一年経った被災地の状況を記録に留める


  佐藤純一：津田さんと小嶋さんのお二人にご登場頂けまして、副編集長として嬉しく思います。今回は、小嶋さんが監督をした映画『おくの細道2012』のお話を中心に、東北の再生のためにソーシャルメディアを通じてどのような支援が可能かを探っていければと思います。とはいえ、あまり固い感じではなく、ゆるっとお話して頂ければと。


  津田大介：NETOKARUっぽい感じで(笑)。


  佐藤：そうですね(笑)。さっそくですが『おくの細道2012』が生まれた経緯を教えて頂けますか？


  小嶋裕一：僕はもともと日本映画学校というところを卒業していて助監督などの仕事をしていたこともあり、去年の4月11日に初めて被災地に取材に行ってからずっとカメラは回していて、Youtubeにアップしたりもしていたんです。


  そして、震災から約一年が経った今年の二月に東北を五日間かけて取材しに行ったんですが、その時Ustream中継をしながらやっていくという方式を取ったんです。僕がカメラを回して全行程を中継しつつ録画もしていたんですが、それをアーカイブ化し作品として発表することで、震災後約一年経った今の被災地の状況を記録に留め、多くの人に届けられると思ったんですね。そういった経緯で、今回の映画『おくの細道2012』を作りました。


  津田：その二月の東北取材は、別に映画を撮るために被災地に行ったわけではなく、まとまった長期取材を最近していなかったのでそれをしようというのが根本にあったんです。そこに対しては、色々複数のラインというかプロジェクトが走っていたんですよ。もともと東北に定期的に行こうという思いからやっていた事でもあるし、企業のCSR活動と、取材活動とのマッチングの一つの実験でもあったし、現地でUstream中継をしながら取材をするという手法はどれくらい有効かの効果測定でもあった。そういった様々なラインが動いていて、『おくの細道2012』はそのラインの一つだったということですね。それらが重なりあってかなり大きなプロジェクトになっていったという流れです。


  佐藤：昨年の五月、津田さんが東北の取材を継続的に始められた初期の頃に、僕も一度同行させていただいたことがありました。津田さんと、小嶋さんと、東浩紀さんや、写真家の新津保建秀も一緒に。映画を見ながらその時の空気感や雰囲気をすごく思い出しましたね。


  津田：あったあった。


  佐藤：すでに色々な所で語られてはいると思うのですが、何故、継続的に東北取材に行こうと思われたのでしょうか？


  津田：僕は去年、3.11が起きてからずっと情報の整理を東京の事務所でやっていたので、東北の状況は色々なテキストや画像や映像で断片的な情報としては知っていたんですね。だけど実際被災地に行ってみると、その100倍とか1000倍の現実がそこにはある。だからこれは色々な人が色々な方法で、マスメディアの報道からは零れ落ちる現実をちゃんと伝えていく必要があると思って取材に行くようになった。そうやって取材に行く度に、復興が進んでいく部分もあるが、やはり進んで行かない部分の方が多くて目に残ってしまう。マスメディアからは東北のニュースがだんだんと減っていくということが最初の時点からわかっていたので、これをきちんと継続的に伝えていくことが自分の仕事なのかなと思ったんですね。


  ■プロセスそのものの価値


  佐藤：津田さんの『動員の革命』を読まさせて頂いたんですけど、その中でフロー型の情報とストック型の情報という話が出てきました。津田さんの東北取材はTwitterでリアルタイムに津田さんが取材状況をツイートし、Ustreamなども行うなど、言わばフロー型の取材情報だったと思うのですが、ここで一つの作品としてストックされたことはとても大きな意味があると思います。


  でも取材の成果をストックするだけなら、本やメルマガなど、文字情報で充分伝えることが出来ますよね。しかし、この『おくの細道2012』は、情報だけでなく、実際の取材時のノリや空気感や、取材をしている津田さんや小嶋さんや被災地のそのときの気分そのものが作品としてストックされているという点が非常に画期的で、文字だけでは体験することの出来ないものだと思いました。


  津田：僕の本業はやっぱりジャーナリストで、文字で何かを伝えていくことが仕事。その文字っていうのは本もあるし雑誌もあるし新聞で書くこともあるしTwitterやブログもある。それが自分の得意としていることでもあるし、そこにある程度の能力が認められてるから書籍とかも出せているんでしょう。けれども、やっぱり被災地の瓦礫はどれくらい残っているかだとか、東北の綺麗な風景みたいなものっていうのは文字でいくら書いてもなかなか伝わらないんですよ。もちろん、カメラで撮影した映像でも全ては伝わらないけど、文字よりは伝えることができる。だから東北の今の置かれている現状をいろいろな形で伝えられればいいなと思っているんです。


  あと文字情報ということで言えば、東北で行ったインタビューなどは、文字情報として僕のメルマガや本なんかに完成品としてストックされて行きます。だけどその完成品に行き着くまでのプロセスそのものにも価値がある。だから取材のプロセスをUstでも公開したり、今回のように編集を加えて映画として見せたり、そういうプロセスを見せることに面白さや可能性があるかなと。


  佐藤：プロセスを可視化していくことの重要性については、これまでも津田さんは何度も仰られて来ましたが、今回の映画ではその取材のプロセスそのものがストックされて作品になっていますね。


  津田：映画のオチにも関係するので詳しくは言えませんが…、東北にはこれからも継続的に取材に行き続けるし、映画はそのプロセスの一部がたまたま作品になったということであって、今回の作品『おくの細道2012』を撮って終わりというわけではないんですね。東北の支援っていうのは10年、20年、原発の問題まで含めると30年、40年以上かかる話なので、形としては今回一つの映画としてストックされたけど、50年とかの長いプロセスで見れば全然フロー。今回こういった形で仕上がった作品を観ていただいて、まだまだ現在進行形なんだって感じてくれる人が増えるといいですね。


  佐藤：現在進行形感はすごく伝わりましたね。映画を作るうえでもそこは意識していたのでしょうか？


  小嶋：今回の取材は、過去に取材した人や場所をもう一度訪ねるという、ある意味再開の旅でもあったんですね。その中で、以前取材した時の状況と、今回取材したときの状況の差異を見て、まだまだ復興までの道のりは遠いということが改めてわかったんです。これからも長期間に渡って復興への道が続いていくのは明らかなんだけど、みんなだんだん忘れていってしまいそうで怖かった。だからこの映画は、これはまだ終わっていない、続いているんだよという、現在進行形感が伝わるように仕上げました。


  ■飾りのない空気感


  佐藤：この映画ですごく良いと思ったのが、音楽で盛り上げたり、笑いに持って行ったりという過度な演出がなかった点です。テレビの震災特集やドキュメンタリーは非常にシリアスだし、飾りのないゆるっとした空気感ってあんまり見れないですよね。このゆるい珍道中感は、昔『電波少年』でやっていた『猿岩石の旅』や、『水曜どうでしょう』を思い出したりもしました。


  津田：『水曜どうでしょう』を引き合いに出す人は結構多いですね。


  佐藤：『水曜どうでしょう』は笑いの方向へ、『猿岩石の旅』は笑い+ドラマの方向にもっていっていくんですけど、『おくの細道2012』に関してはドラマは一切無く、ゆるっとした感じで続いていくんですよね。


  それはやはり津田さんのアシスタントである小嶋さんが実際に取材に同行して撮影をして監督をしたからこそ、この雰囲気を作れていると思うんです。もし、小嶋さん以外の外部の人間が監督だったとしたら、たとえ津田さんに長期間密着取材をして苦楽を共にしたとしても、やはり外から目線のような映像になってしまったでしょう。そうならないで取材してる本人たちの気分や思い出が、何のフィルターも介さずそのまま映画化されている。この辺り小嶋さんとしてはどうでしょうか。


  小嶋：それは本当にその通りで、僕が津田さんのアシスタントで、一年間ずっと一緒に東北取材に入っていたという関係性があった上での雰囲気が出ていると思うし、外部のカメラマンだったらあの雰囲気は出せなかったと思います。編集スタッフの方にも「もし僕らが撮影に行っていたら、もしかしたらもっといい映像が撮れたかもしれないけど、小嶋くんが撮らなかったら津田さんが油断した部分とかも絶対撮影できなかったよね」と言われたんです、そういった点を含めて僕にしかあの空気感は出せなかったかなと思いますね。


  佐藤：微妙に津田さんがお説教してるシーンとかも映ってますよね(笑)。


  津田：微妙にっていうか、かなりね(笑)。


  小嶋：「ラーメンと説教」の場面ですね(笑)。


  佐藤：あと、東浩紀さんなんかも散々仰ってましたけど、「BLっぽいな」と話題になっているシーンもありますよね(笑)。津田さんが小嶋さんにアイスを食べさせているシーンがあったり。


  津田：いや、あれはスパリゾートハワイアンズ（福島県いわき市）で、Ustしながらアイスを食べたら、「どうですか？」と感想をきかれて「おいしいですね」以上のボキャブラリーはなかったから、どうしても場が持たなかったんです。そこでしょうがなく「小嶋、お前も食べてみる？」的な話をしてちゃかした結果、BLっぽさが出てしまった(笑)。そのままどんどん色々なデザートをご馳走になり、結果的にグルメリポートみたいになったけど、自分一人では間が持たず、小嶋に振ったらさらに予期せぬ方向に発展して(笑)。でも本来監督の側だった小嶋が巻き込まれた点も含めてあれは面白かったなと思いますね。


  小嶋：文学フリマでも実はBL枠で何枚か売れたんですよ(笑)。まあでも、切っ掛けは何であれ映画を見て頂ければ良いかなと。


  津田：でもBLだ、BLだって期待して観たとしても肩透かし食らうと思いますよ。男が騒ぐほど本当の腐女子は冷めるって言いますし。実際全然たいした映像じゃない(笑)。


  佐藤：それは観てのお楽しみですね(笑)。実際に映画にしようとなって編集を初めて、作品になるまでにどれくらいの期間がかかったのですか？


  津田：ニコニコ超会議にブースを出すことが決まっていたので、それに併せて発売するのがいいだろうと思って、製作を進めました。ニコニコ超会議がなかったらこの時期にリリースされてない可能性も全然ありますね。


  小嶋：結構色々と大変な紆余曲折があって出ているものなので。


  佐藤：苦労話とかはあったりするんでしょうか？


  津田：音楽の著作権処理の問題ですね。結構ぎりぎりになってしまって、ニコニコ超会議に間に合わせるためにものすごい急いで許可を取りました。プレスの段階に入っていたのでもう大慌てで。その許可がもしも取れていなかったらニコニコ超会議にも間に合いませんでしたね。


  小嶋：それと並行してニコニコ超会議の準備もしていたのでもう死ぬかと思いました。


  津田：もんじゅ君を召喚してトークしたりね。まあ、あらゆる仕事は並行してやらなければならないから。でも去年の今頃よりは暇でしょ？


  小嶋：暇じゃないですよ！


  ■映画助監督から津田氏のアシスタントへ


  佐藤：ここで小嶋さんのことをお聞きしたいと思います。元々バンドマンをやっていたり、映画の助監督など映像のお仕事をされていた小嶋さんが、どういう経緯で津田さんのアシスタントをすることになったのでしょうか？


  小嶋：最初はTwitterやニコニコ生放送、Ustreamなどで活動されている津田さんをずっと見ていたんです。そこでみんな「tsudaる」とか書き込んでいて、「tsudaる」ってなんだろうって思ったんですね。最初は、津田さんが出演することを「tsudaる」っていうのかな？とか思っていたんだけど、どうやら違うらしい、Twitterで内容を実況することを「tsudaる」ということがだんだんわかってきて、面白そうだから真似てみようと僕も実況していたんです。津田さんがその実況を見ていてくれていたらしく、その時からアイコンの認識はされていましたね。


  津田：いつもTwitterのタイムラインにいるなーとはずっと思っていたんだよね。


  小嶋：そして、2010年10月くらいに池上彰さんと津田さんのUstream番組で対談の観覧募集をしていたので行ってみて、そこで質問したんです。池上さんに「良い質問ですね」と言われるかと思ったら言ってもらえなくて(笑)。その後片付けとかしていたら、津田さんが僕の所につかつかやってきて「君が@mutevoxくんですか？良い質問だったよさっきの」って声をかけてくれたんです。津田さんの方から「良い質問ですね」をいただいたという(笑)。


  それから色々と飲みに行ったり、インターネットユーザー協会MIAUの幹事会員になったりして関わりが増えていったんです。その後震災が起こって、仕事も全部吹っ飛び、一回実家に戻ろうかと思っていたんです。荷造りもして飛行機の予約もしようと思っていたんですが、津田さんからいきなり「今からちょっと人手がいるからここにきて」って電話があり(笑)。ニコニコ生放送で震災直後行われた特番にスタッフとして呼ばれたんです。その後も東電会見の中継などを手伝うようになって、事務所に泊まりこみ、4月には一緒に被災地に入ったりとずっと繋がっていったという感じです。


  佐藤：僕も以前から津田さんの「tsudaり」を見て面白いなと思って、真似たりしていました。その後震災があって、震災の二日後くらいに高円寺で飲み会があって、そこで津田さんから「ちょっと手伝ってよ」と言われ、それから僕も一ヶ月くらい津田さんの事務所に通ったり泊まったりして小嶋さんと一緒に手伝わせていただいていたので、大変さはよくわかります。あの経験は僕の人生にもかなり影響を与えたと思います。ちなみに小嶋さんはどういう所が特に面白いなと思っていたんですか？


  小嶋：まず、番組の内容が面白かったので、単純にもっとみんな見ればいいのにと思ってtsudaってました。そうすると人が沢山集まってきてくれるのでそれが面白かったです。それにツイートがログとして残るので公開のノートみたいな感覚でやっていましたね。あとは「tsudaる」とフォロワーも増えるので、それも楽しかったです。震災前はフォロワーは三千数百人だったんですけど、震災が起こって会見の実況をしていたら1万4000くらいまでフォロワーが増えていてびっくりしました。NETOKARUでも「絶対にフォローしておくべき100人」という特集で、津田さんと並んで入れてもらって一気に何百人も増えたり。


  佐藤：動員の革命の醍醐味に触れていますね(笑)。


  ■リアルタイム紀行型ジャーナリズム


  佐藤：『おくの細道2012』は田原総一朗さんや坂本龍一さんなど寄せられた推薦コメントもとても豪華ですよね。


  津田：田原さんの隣にもんじゅ君のコメントがあったりね(笑)。あれは意味がわからない(笑)。


  小嶋：社会学者の開沼博さんにも素晴らしいコメントをいただきました。さっきの話とちょっと繋がるんですけど、「ブランド被災地」って言葉があると開沼さんがおっしゃっていて、今回の『おくの細道2012』ではまさにそれの逆側を伝えていると。


  津田：山元町とかはまさにそうだよね。一番忘れられちゃってる場所の一つだし。


  佐藤：それは津田さんが震災直後からおっしゃられていましたよね。大手マスメディアが報じるのは甚大な被害を受けたいわゆるブランド被災地で、そこまで被害はないけど生活に支障を来しているというような中間被災地は全然マスメディアが報道せず、忘れ去られていってしまう。その隙間をソーシャルメディアは埋めていけるんじゃないかとお話をされていました。


  小嶋：今回取材した山元町の方も報道が少なくて大変だったとおっしゃっていました。けれど、そこで取材した方たちが「うちも報道されてなくて大変なんだけど、もっと報道されてなくて大変な地域がたくさんある」という話をされていたんですね。南三陸ホテル観洋の仲居さんとかも「私、家流されちゃったけどまだ仕事があるだけいいかな」とおっしゃっていました。被災した人がさらに他の被災した地域の人を慮っていたのが印象的でしたね。


  津田：僕らが取材できることなんて相当限られてるんですよ。数日間の取材に行っては帰りを繰り返してるだけではコミュニティの一員にはなれないし。だから、できるだけ定点観測してという形でやるしかない。


  ただ僕らにしかできない事があるとすれば、ソーシャルメディアがあるということです。ソーシャルメディアのいいところは、何かを伝えるとそれが触媒となって、そこの住民の人たちがどんどん情報を寄せてくれるんですね。その情報をまたリツイートするなり拡散していく。それこそ僕が言う「ソーシャルメディア納豆理論」じゃないですけど、1個目のきっかけをつくることによって、わらわらっと色々なものが集まってきて、そこに住んでいる人しか得られないリアリティが少しずつ、従属的に理解できるようになると思っています。


  僕が「リアルタイム紀行型ジャーナリズム」なんて言ってるのはそういうことを意識的にやろうしているからだし、それをここまで出来ているのは僕たちしかいない。だから、この「リアルタイム紀行型ジャーナリズム」にもっと広がりを持たせるために、カメラも複数台入れてUstもしたし、それをまとめて映画にもしたし、とにかくやれることは全部やろうということですね。


  佐藤：取材先は前もって決めていたのでしょうか？


  津田：取材先の候補はいくつかか出してはいるんですが、その全部を取材しようと思っているわけではなく、タイミングや運も当然あると思うんですよ。時間が限られている中でどこを取材するか決めるとなると、やっぱり人の紹介から取材先を決める事が多いんですね。「思い出サルベージアルバム・オンライン」も元々はMIAUの繋がりでできたものだし、山元町の取材も友人が山元町にいて自分にとっての当事者性があったからだし、陸前高田の「桜ライン311」に関しても佐藤さんという方がいて去年の11月に取材に行って話をきいていたっていうのもあるし。


  そうやって色々な地域に行く中で、東北が今後産業をどう回復していくのかを考えたとき、特に沿岸の方は漁業と観光しか産業が無いんですよ。だけど漁業は本当に何十年と先が見えない。という状況の中で、観光ってすごく重要だと思っているんですね。東北の良さを伝え、どうやって人を連れてくるのか、そういう観光の可能性を探る旅っていうのが、実は裏テーマでもあったんです。ホテル観洋に泊まって、色々ときいてみたら、すごく良い話がきけたりとかね。


  小嶋：ホテル観洋の隣にレストランがあるんですけど、そこは前に取材した時に行ったことがあった場所だったんですよ。


  津田：そうそう、ホテル観洋が隣にあるとは知らずに、再開したばっかりの時に一回食べに行った事があったんです。今回またホテル観洋と繋がりができたことによって、そこからまた横に繋がりができていくっていう。何らかの運とタイミングと当事者性が生まれていって、そこから数珠繋ぎに増えていくものだと思うんだよね。


  全部を僕らが回れるわけではないからこそ、自分たちに関わりがある所から深堀りしていく。深掘りしていきながら少しずつずらしていく。リアルタイムで、即興で行く所は変えていく。そこは小嶋が一番振り回されている所だと思うんだけど、そういうやり方でしか出会えない人や場所もたくさんあると思います。ゆるっとした雰囲気のこの映画の中に予定調和みたいなものは一切ないんです。ドラマがない事そのものが現実を伝えていると思うし、だからこそ逆説的にドラマ性を引き起こせているんじゃないかという気もしますね。


  小嶋：「SHARE FUKUSHIMA」も本当に偶然でしたよね。


  津田：多分自分が一番得意なのは、メディアをつくったり、メディアをプロデュースしていくということなんでしょうね。それは「SHARE FUKUSHIMA」がうまくいったという経験もあるし、自分でもこの一年で認識したことです。


  今回の『おくの細道2012』もある意味プロデュースなんですよ、企画を立てて、行って、何をやってという全体的なことは自分の考えでやっていることなので。でも僕がプロデューサーとして動くと、働かされる側としては大変みたいで


  ……。今のスタッフの疲弊具合を見ると、大変そうだなぁと(笑)。


  小嶋：一人倒れ、二人倒れ…(笑)。


  津田：完全にブラックプロデューサーですね(笑)。提供できるのは面白さと死ぬほどの労働、という。


  ■ソーシャルメディア納豆理論とボーカロイド


  佐藤：さっき、「ソーシャルメディア納豆理論」というお話が出ましたが、一応NETOKARU読者のために説明すると、要は以前は際立った人がいても「出る杭」としてバラバラに点在するだけだったけど、ソーシャルメディア時代では、そうした際立った人が一人飛び出して来るとその周りには納豆のようにフォロワーが追随してくるようになった、というようなお話ですね。


  ニコニコ超会議の中でも「超ボーマス」というボーカロイドの即売会イベントがあったのですが、ボーカロイド現象も言ってみれば動員の革命だと思うんですね。コンテンツだけでなくコミュニケーションそのものが魅力になっている点や、ある曲がヒットすると、つまりその出た杭に対して納豆の粘りのように、様々な二次創作、n時創作が追随して派生してどんどんムーブメントが広がっていく。ボーカロイド現象を見ていると、音楽シーンに置いてもインターネットがもたらした情報環境の変化と、ソーシャルネットがもたらした動員の革命に対応出来ているものがサバイブ出来ていて、ボーカロイドはその良い例なのではないかと思います。


  津田：まあ、ニコニコ動画なんかは特に、何万回再生のうち、自分も１再生したりコメントをしたりして、みんなで一緒に育てているって気持ちがすごく重要だったりする。こういう楽しさや参加する意識というものを、地域の復興や東北の復興にも変換できると思うんですね。若い人たちがどんどん社会起業して、東北の支援なんかもやっているっていうのを、ソーシャルメディアを通じた動員の楽しさに変換していけばもっと色々できると思うし。


  そういう意味では『おくの細道2012』は、自分たちが東北取材に行って、Ustを使いYoutubeを使いTwitterを使い…と、とにかく出来ることは全部やった、ある種の社会実験なんです。ただ、実験だけれども、単に取材して伝えるだけではない活動をやっていきたい。普通のジャーナリストは取材してお終いだから、そこから先にいかないんですよ。僕はジャーナリストって肩書きは全然捨てても良くて、取材した中でおかしいと思った現実は変えたいと思うし、目の前に困っている人がいたら最低限手は差し伸べて帰ってくる。これは上から目線だとか下から目線だとかいう話ではなく、人との関わり方の話だと思ってます。


  というのも今、マスメディアの取材に対して被災地の人々がすごく冷たくなってきているという状況があるんです。、マスメディアに話しても「どうせ何も変わらないから」と口をつぐんでしまう状況があるんですね。


  だから僕たちはそうではなくて、なんかよくわからない金髪の集団が東京から来て、彼らに話をしてみたら、なんか知らないところから支援が来たそういうことを積み重ねていきたい。その積み重ねで、結果として東北の人々が色々な所に対して話してみようとか、なにか情報発信しようとか、再生する力が出てくればいいなと。


  そのためのわかりやすいツールとして、映像っていうのはやっぱり、力がすごく強い。この映画を頑張って売って、支援につなげたいなと。無謀にも4000枚も刷ってしまったので、まずそれを全部捌けられるかっていう。動員の革命を起こせなかったら恥ずかしいですからね（笑)。


  ■デモと二次創作


  佐藤：そもそも二次創作って言ってみれば動員の革命ですよね。


  津田：そうですね。コミケとか見てればまさにね。


  佐藤：日本は、昔から同人文化が盛んで、二次創作が得意な国です。『動員の革命』の中で日本はデモの文化が未熟だという話がありましたが、デモなどにも、二次創作の楽しさが組み込めたら案外上手くいくかもしれない、なんて思うんです。


  二次創作もデモも、飛び出した杭にワラワラと沢山のフォロワーが追随して大きな動きになるという点で同じです。同人作品って、基本的にはキャラクターや原作の世界観の魅力を反映したものなので、二次創作作品たちには原作に通づる魅力があります。他方、例えばフジテレビが韓流ドラマばかり放送しているということで起こった大規模なデモは、あまりに雑多に多様な種類の人達が参加した結果、そのデモがもともと何を主張しているのかが分かりにくくなってしまっていた、という話がありました。「ハルヒダンス」が日本中を席巻して世界へ広がっていったときのような動きが起これば、デモも楽しくなるのではないでしょうか。


  津田：今回、もんじゅ君をニコニコ超会議で召喚して、もんじゅ君は超会議でトークした後そのまま反原発のデモに参加するということで、彼を送り出す手伝いをしたわけですけど、あれは楽しいデモのひとつのあり方だったかなと。例えば東方とかのコスプレをしながらデモをするとかでもいいと思うんですよ。きっかけとしての楽しさがあって、そこから先は自分たちで主体的にやりたいデモを選択していけばいいんじゃないかと。


  佐藤：なるほど。欧州のデモの運営なんかは、まるでロックフェスの運営みたいな感じで、いかに楽しいデモにするかということを念頭に考えているそうですしね。


  ■クラウドファンディングと歌舞伎町マルチネフューチャーパーク


  小嶋：『動員の革命』でいうと、クラウドファンディングの話もあって、今回取材した先で、牡蠣の養殖でお金が集まって、それがある程度うまくいってるところがあったり、同じくお金を集めて、牡蠣の養殖を復興させようというプロジェクトがあったりして、そういうものとも連携が生まれて、ひとつの成功例にできればなとも考えています。


  津田：だから次やるときはクラウドファンディングでやるのもいいかもしれないし。自分たちで予算を負担するよりか、クラウドファンディングなりスポンサーなりがついた方が色々出来る。その結果としてメルマガの会員が増えたり本が売れれば自分たちとしてもそれで良いので、取材のプロセスで金儲けをしようとは思っていないんです。そうではなくて自分たちが触媒として、東北に行くことによって向こうの頑張っている人たちへお金が落ちていけばいいなと。


  だから誤解を恐れずに言えば、これはある意味で「被災地ビジネスをやる」って話ですね。つまり、被災地ビジネスをして、そこで得た利益はぜんぶ被災地に還元するっていう。それを外部の人間がソーシャルメディアを駆使してやるっていう、そのことをちゃんと自覚してやっている人はまだまだ少ない。そのひとつの方法論として映像作品があったのかなと。とはいいつつ、それがどこまで有効なのかはわからないので、小嶋監督のこれからのプロモーション、動員に期待と(笑)。


  佐藤：東浩紀さんの「友の会」もクラウドファンディングですよね。東さんたちの活動を支持する会員がお金を払って、そうすると、実際に本が完成したらそれが届いて、払う金額が上がるとイベントに参加出来たり、本に支援者として名前が載ったり、編集会議にも参加できたりとか。


  小嶋：どこまでコミットしたいのかって選択肢を用意してるのはありですね。『おくの細道』も次はクラウドファンディングで取材費用を集めるのもいいかもしれない。支援してくれた方にはDVDをさし上げるとか。


  津田：10万円払ってくれた人は取材に一緒についていけるとかね。


  小嶋：ますます珍道中感が増しますね(笑)。


  佐藤：クラウドファンディングで言えば、tomad君が主催してるMaltine Recordsっていうネットレーベルの「歌舞伎町マルチネフューチャーパーク」っていうイベントが6月にあるんですが、そこで「神輿FIRE」っていうシステムを作ったんですね。ネット上にお神輿があって、Paypalで寄付をすると、自分の好きな画像とかアイコンをネット上のお神輿にぺたぺた貼れるんですよ。最終的には、それが本物のお神輿になってイベントで担がれるそうです。結構これはマイクロペイメントとか動員の革命みたいなものの面白い活用例なんじゃないかと。


  小嶋：それで制作費を集めるみたいな感じですか？


  佐藤：それもあると思いますが、遊びとかコミュニケーションの要素もすごく大きいですね。


  津田：いろんなやり方が出てきてるからね。それはすごく面白いと思います。僕たちはまずは4000枚をきちんと売り切って、成功例にしないと。売って今回支援して終わりではなくて、継続的に支援できるようなものをどう作ろうかっていう。だからネットを使って盛り上げられるような事は全部やっていきたいです。次はもっと濃厚なBLが必要だったら、それを演出に組み込んだりね。多く支援してくれた人には3人で同じホテル泊まれる特典が付くみたいな(笑)。


  小嶋：盛り上がりすぎると何が何だかわからなくなりそうですけどね(笑)。

  


  「おくの細道2012」DVDは、こちらから通信販売でお求めいただけます！


  ■販売価格


  1000円（税込）※別途送料がかかります


  ■オンラインショップ


  ・名刺入れ専門店【mgnet】楽天市場店（クレジットカード、コンビニ決済、銀行振込、代金引換、楽天バンク決済、Edy決済）


  http://item.rakuten.co.jp/cardcase-mgnet/nl-0012-0101#cart


  ・名刺入れ専門店【mgnet】Amazonマーケットプレイス（クレジットカード）※「出品者からお求めいただけます。」のリンクから「mgnet」のストアをお選びください。


  http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0085GP7WW


  ・「おくの細道2012」公式サイト（PayPal、クレジットカード）


  http://okuno-hosomichi.tumblr.com/Buy


  ・KINOKUNIYA BookWeb（クレジットカード、代引、紀伊国屋ギフトカード）


  ※1,500円（税込）以上のお買い上げで送料無料です。


  http://www.kinokuniya.co.jp/nb/bw/special_products/okunohosomichi/index.html


  ■店頭での取り扱い


  全国の紀伊國屋書店旗艦店、東京・代官山の蔦谷書店、外苑前のワタリウム美術館、渋谷のUPLINK FACTORYの店頭でも販売を行っています。詳しくは（ http://okuno-hosomichi.tumblr.com/post/22438079360/20 ）をご覧ください。

  


  [*1] http://togetter.com/li/70435


  



  ◆「おくの細道2012」感想募集中！


  ツイッターのハッシュタグ #okuhoso に、たくさんの感想をお寄せいただいています。本メルマガでもみなさまの感想を募集し、このコーナーで紹介させていただこうと思います。以下のフォームから、どしどしお寄せください！


  http://bit.ly/INNGZM


  津田大介のデジタル日記〔5月23日〜6月5日〕

  


  ツイッターでは書ききれない、いろいろな日常の記録をこちらに書いていきます。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  140字で答えるQ&A


  


  読者の方からのあらゆる質問に、できるだけ140字以内で答えていきます。質問は 140qa@neo-logue.com までどうぞ。質問の受付は、一号につきお一人様一問まで（400字内）とさせていただきます。受付は毎週金曜正午締めです。なお、すべての質問に回答できるとは限りませんので、あらかじめご了承ください。いただいた質問は書籍やウェブサイトなどで二次利用させていただく可能性があります。〔毎号配信〕


  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  メディア・イベント出演、掲載予定〔6月7日〜7月5日〕

  


  この先のメディア・イベント出演、掲載予定です。★は今号から掲載された新規情報です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。メルマガスタッフでMIAU事務局長の香月です。


  このメルマガが出る（であろう）6月6日（水）に衆議院文部科学委員会で、著作権法改正案の決議が行われます。現段階では閣法の改正案、つまり違法ダウンロード刑事罰化は含まれていない法案ですが、決議直前に自公は違法ダウンロード刑事罰化を含めた修正案を提出する予定です。十分な審議もなく、ほぼ強行決議となる模様です。現在自民党は防衛相と国交相に対する問責決議に応じない民主党に抗議し、あらゆる委員会を欠席しています。文部科学委員会も同じなのですが、公明党は出席し、修正案を提出する予定です。民主党は消費増税議論をすすめるために賛成の構えです。いやーこんな方法で決めちゃっていいんですかね。禍根を残すこと間違いないと思います。


  というわけで議員会館にロビイングに行ってきました。違法ダウンロード刑事罰化について議員向けの反対声明を出したのは、このロビイングで配布する資料を作成するためというのがぶっちゃけた理由でした。


  ■『違法ダウンロード刑事罰化』について、議員向けの反対声明を発表しました。（MIAU）


  http://miau.jp/1338800400.phtml


  朝5時くらいまで声明を書いて、説明の練習をし、朝の10時に最初のアポだったため、ほぼ寝ずに永田町へ向かいました。今回は文部科学委員会に関係している民主党衆議院議員、そして文部科学省関係者を中心に回って来ました。共産党や社民党、みんなの党の議員の部屋も回って来ました。そして自民党議員の秘書さんにも数名挨拶してきました（すごく苦々しい顔をされましたけどね……）。


  MIAUの主張的には、よくわからない日本版フェアユースやアクセスコントロール回避規制（簡単に言うとDVDリッピング禁止）が盛り込まれている今回の閣法の改正案自体にそもそも反対なのですが、今回はそれについての主張はせず、自公が提出する修正案について慎重な議論をするように説明しました。一日で衆議院第1議員会館、衆議院第2議員会館、そして参議院議員会館を回ったので、非常に疲れました。議員秘書相手に説明を一日中行ったので緊張しっぱなしでしたし。でも話を聞いてもらって、問題点の共有ができたことはよかったのではないかと思います。


  印象的だったのは森ゆうこ議員の事務所に行ったときのこと。違法ダウンロード刑事罰化の件では慎重な議論をするように民主党の部会で発言してくださったり、文科副大臣のときにMIAUをヒアリングに呼んでくださるなどお世話になっていたので、アポなしではありますがご挨拶に行きました。すると先日僕らの話を聞いて下さった秘書の方が出てきて「MIAUが来ることは連絡が来ていたよ。おつかれさま」と言われてしまいました。完全にアポ無しで行ったのにもかかわらず、そんなことを言われて驚いてしまいました。いやー情報ってのは回るもんなんですね……。


  どの議員の秘書さんも「違法ダウンロード刑事罰化の件はかなり意見をもらっている」とおっしゃっていました。なので問題点については議員は理解しているはずです。その上で消費増税のために全く関係ない著作権法の改正を飲むのか、それとも「議論をした上で法律を改正する」という常識的な判断をとれるのか、彼らがどう判断するのかを見守りたいと思います。


  その他気になったニュースをお送りします。


  ■ACTA rejected by three EP committees（European Parliament）


  http://www.europarl.europa.eu/news/en/pressroom/content/20120529IPR45936/html/ACTA-rejected-by-three-EP-committees


  ■Acta: Piracy treaty dealt critical blows in EU votes（BBC）


  http://www.bbc.co.uk/news/technology-18264856


  ACTA（偽造品の取引の防止に関する協定）が欧州議会の3つの委員会で否定的な投票結果となりました。6月の議会でEUのACTA加盟に関する議決が行われますが、否決の様相を呈してきました。ヨーロッパでの反ACTA運動が功を奏したと言えます。


  ■英国クッキー法、猶予期間が終了--クッキー配置に訪問者の同意が必要に（CNET JAPAN）


  http://japan.cnet.com/news/service/35017539/


  クッキーとカタカナで書くとなんか美味しそうですが、ウェブブラウザのCookieのことです。Cookieを用いることで、ウェブサービスはその人がいつそのサイトを訪れたかや、どんな内容を書き込んだかを利用者のコンピューターに保存することができます。それによってユーザーに最適な広告を出したり、入力の手間を省かせることができます。しかしどのようなサイトをいつ見たかというのはプライバシー上非常に重要な問題です。この法律が施行されると事業者にCookieを使用する際には利用者に同意をとる必要が出てきます。


  ■ITU総会でのネット管理条約締結に反対＝米ネット関連企業（Wall Street Journal日本版）


  http://jp.wsj.com/IT/node_452088


  これまでインターネットには経済的・政治的な規制はなく、自由が保証されてきました。しかしロシアや中国などインターネットを規制したい国々がインターネットを規制する条約を提案し、この12月に開かれるITU（国際電気通信連合）の総会での決議を目指しています。まだ具体的な案は明らかになっていませんが、今後注視していく必要があります。


  速水健朗の「本を読まない津田に成り代わってブックレビュー」《第18回》

  


  あまり本を読まない僕の代わりに、本好きで知られる編集者／ライターの速水健朗さん（@gotanda6）がおすすめの本を紹介する書評コーナーです。〔毎号配信〕

  


  ◆木嶋佳苗本をネット視点で読み比べる


  [Amazonで購入]


  →『毒婦。 木嶋佳苗100日裁判傍聴記』北原みのり（朝日新聞出版）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4023310816/xtcbz-22


  →『別海から来た女木嶋佳苗 悪魔祓いの百日裁判』佐野眞一（講談社）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4062177641/xtcbz-22


  



  結婚詐欺・連続不審死事件の容疑者だった木嶋佳苗被告にさいたま地裁で死刑宣告が下り、[*1] 素早いタイミングで2冊の本が刊行されました。今回は、北原みのりの『毒婦。 木嶋佳苗100日裁判傍聴記』（朝日新聞出版）と佐野眞一の『別海から来た女木嶋佳苗 悪魔祓いの百日裁判』（講談社）の両者を読み比べてみたいと思います。


  この2冊は木嶋佳苗裁判の「傍聴記」であり、どちらの著者も事件現場を巡り、佳苗の故郷・北海道の別海町でその生い立ちを取材しているという意味では、ほぼ同じ情報を取り上げているといっていいでしょう。


  両者を読み比べるにあたっては、男性と女性という著者の視点の違いで比較すると、もっともわかりやすいかもしれません。ただ、北原みのりがフェミニスト視点でこの事件を見ているだけに、それでは意外性がなさすぎる感じもします。なので、ここではネットに対するスタンスの違いから、両者を比較してみたいと思います。


  この事件をめぐっては、佳苗の容姿やセックスの話ばかりが語られがちです。しかし、彼女は巷間で思われているように、セックスのテクニックだけで男を落としていったわけではありません。


  佳苗は実は、多くの男をメールによるコミュニケーションの時点で落としています。そして、一、二度会った程度で、ノーセックスのまま100万円以上の大金を振り込ませているケースが多いのです。


  これはメールを介したコミュニケーションの延長線上で起きた事件です。佳苗は一部では知られた「かなえキッチン」というブログの書き手で、事件発覚前からウォッチャーをもっていました。したがって、ネットを介してのコミュニケーションをどう読むか、それがこの事件を語るうえでキモとなります。


  佐野眞一は、この事件の裁判を通じて「ブログやメールなどのヴァーチャルな世界における饒舌さに比べ、リアルな世界での会話がきわめて貧困」との印象をもったといいます。これは、北原みのりの解釈とはやや違っています。北原も、佳苗はメールで相手を次々陥落させたコミュニケーション強者であったと説きます。ただ北原は、コミュニケーションが下手なのは相手の男であるとし、そこに失望する佳苗の図をいくたびも取り上げます。


  たとえば、料理を作ってもひと言も発さないだの、セックスのときに大人のおもちゃを持ち出し、「こういうのを使えば大丈夫」と言ってのけるなど。会話が貧困だったのは佳苗ではなく、被害者の男性たちのほうであったというのです。


  北原本は、佳苗のメールでのコミュニケーションに踏み込んでいます。佳苗が本命に送ったメールでは「顔文字を多用し砕けた調子のものが多い」のに比べ、現金を詐取した男たちへのメールでは「品の良さ」は保ちつつも「強引な要求」を突きつけていたと分析します。キャラクターの使い分けが自然にできるメール時代の今となっては当たり前の能力ですが、確かに佳苗世代が最初に洗礼を受けた世代かもしれません。北原によるこうした詳細なコミュニケーションの分析は、興味深いところです。


  佐野本の場合、やはり世代の差があるからか、ネット世界そのものへの理解不足が否めません。それがわかる個所を一部抜き出してみましょう。「佳苗がいつ頃からパソコンを使うようになったかは分からないが、その習熟度から見て上京二年目に発売されたこのウィンドウズ95をおそらく手に入れ、急速にネットの世界にハマっていったと思われる」。これは2003年、ネットオークション詐欺で佳苗が逮捕されたというエピソードに関する感想です。ネットオークションにパソコンの習熟度やウィンドウズ95は関係ありません。しかしそれは実際、ネットを当たり前に利用している世代だからこそ、初めて理解できることでもあります。


  ざっくりまとめると、ネット上でのコミュニケーションを現代社会の大前提とする北原本、ネット自体を理解しきれておらず疑義を呈する佐野本という違いが、この2冊にはあるのです。


  ただ、ネット時代を肌でわかっていない佐野だからこそたどり着ける結論は、興味深くもあります。佐野の結論は「万人を発信者に変えたインターネット社会の到来をもう少し懐疑の目で見た方がいい」というものです。


  誰もが情報を発信しうるメディア状況。かつて梅田望夫が著書『ウェブ進化論』（ちくま新書）[*2] で「総表現社会」と名付けた現代のメディアのあり方が、木嶋佳苗を生んだというのです。


  佳苗の数々のぜいたくリッツ・カールトンに宿泊して「ひのきざか」で会席を食べる、メルセデス・ベンツの車のような数々の高級品を購入するといった行為は、友人に見せびらかしたり、彼女自身を飾ったりするためというよりも、ブログのネタとしてその読者にお披露目するためだったというのです。


  「かなえキッチン」という彼女のブログをみんなが無視していれば、この事件は起こらなかったかもしれない。その意味において、佐野の結論は正しいといえます。このメディア状況に今さら「疑義」を呈しても仕方ないのですけど


  ……。


  一方の北原本では最後のパートで、佳苗が裁判後、朝日新聞の記者に送った手記について触れています。[*3] 「そしてこれは佳苗にとっての始まりだ」。ブログを通して自我の発露を行ってきた佳苗にとって、大手メディアを介してみずからを発信でき、自分の存在が世間に広く注目される状況は、むしろ渡りに船といえるのかもしれません。佳苗はブログよりも、さらに強力なおもちゃを手に入れたのです。


  どちらも読み応えのあるルポルタージュです。今度はぜひブロガー・木嶋佳苗についての文章が読んでみたいですね。それが書けるのは、ルポライターではなくむしろ、ファンが増えるよろこびや反応があったときの楽しさを知る人気ブロガーなのかもしれません。


  



  [Amazonで購入]


  →『毒婦。 木嶋佳苗100日裁判傍聴記』北原みのり（朝日新聞出版）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4023310816/xtcbz-22


  →『別海から来た女木嶋佳苗 悪魔祓いの百日裁判』佐野眞一（講談社）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4062177641/xtcbz-22


  



  [*1] 木嶋佳苗被告はさいたま地裁で死刑判決を受けた4月13日、東京高裁に即日控訴した。


  http://www.excite.co.jp/News/entertainment_g/20120414/JCast_128969.html


  [*2] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4480062858/xtcbz-22


  [*3] 木嶋佳苗被告が朝日新聞の記者に送った手記は、朝日新聞デジタル版で読める。（要会員登録）


  http://digital.asahi.com/articles/TKY201204130139.html

  


  ▼速水健朗（はやみず・けんろう）


  1973年生まれ。石川県金沢市出身。フリーランス編集者／ライター。パソコン雑誌の編集を経て、2001年よりフリーランスに。雑誌や書籍の企画、編集、執筆などを行う。主な分野は、メディア論、書評、ショッピングモール、都市論、ビジネス系取材など。『思想地図β vol.1』のショッピングモール特集も監修した。最近は朝日新聞の書評欄「売れてる本」の評者を持ち回りで担当。主な著書に『タイアップの歌謡史』（洋泉社新書）、『自分探しが止まらない』（ソフトバンク新書）、『ケータイ小説的。』（原書房）、『ラーメンと愛国』（講談社現代新書）、共著書に『バンド臨終図巻』（河出書房新社）、『団地団 ベランダから見渡す映画論』（キネマ旬報社）など。TBSラジオ「文化系トークラジオLife」にレギュラー出演中。この4月から始まったNHKの番組「NEWS WEB 24」に、木曜日担当のナビゲーターとして出演中。


  ブログ：【A面】犬にかぶらせろ！　http://www.hayamiz.jp/


  ツイッターID：@gotanda6


  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第13回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕


  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  プレゼントコーナー

  


  読者プレゼントのコーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  ネオローグユニオン

  


  僕のマネージャー香月啓佑（@kskktk）とアシスタントの小嶋裕一（@mutevox）によるオフトークです。

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。

  


  
    	Web：http://xtc.bz/


    	Twitter：http://twitter.com/tsuda


    	Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda


    	Google+：http://plus.google.com/107266595111301357110


    	Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


    	Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


    	Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


    	YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


    	Klout：http://klout.com/tsuda

  

  


  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：小嶋裕一（@mutevox）、香月啓佑（@kskktk）、相馬拓郎


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。
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